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仮想通貨取引企業ら 5社に注意喚起
未登録企業と証券取引委員会

　証券取引委員会（SEC）はこのほど、
一般投資家に対して、同委員会から仮想
通貨取引場や投資信託業者などとしての
認可を得ずに投資を募っているとして 5
社の名前を公表し、投資話などに乗らな
いよう注意を呼びかけた。公表されたの
はサイプト・エクスパート、ペイブック・
Ｅコマース・システム、フリーダム・ト
レーダーズ・クラブ、エイヘイ・イトラ
フィック・システム、プレウェルスＥＢ

Ｃの５社。　（４日・インクワイアラー）

ATMカードを担保にローン借入するな
中央銀行が消費者に警告

　中央銀行はこのほど、零細高利貸しな
どの金融業者からローンを借りる市民に
対し、現金預払機（ＡＴＭ）カードを担
保にして、金融業者から消費者ローンを
借りないよう注意喚起した。２０１４年
度の中銀調査によると、フィリピン人の
39.9％が給与振り込み口座などのＡＴＭ
カードを担保に入れて金融業者から高利
のローンを借りていることを示すデータ
もある。零細高利貸の中には法律で定め
られている上限を超えて金利を徴収する
業者もいるとして、むやみにＡＴＭカー
ドを手渡して高い金利を取られないよう

注意を呼び掛けた。　　　（５日・スター）
 
１千億ペソ基金はココナツ庁に分割支出
両院協議会がココナツ基金の取扱い決定
　上下両院協議会はこのほど、マルコス
政権下でココナツ農民から徴収され長年
政府が違法に保管して来たココナツ基金
の取扱いについて、農民個人に配分する
のではなく、ココナツ庁に今後２５年間
にわたり分割支出することを盛り込んだ
法案で合意した。同基金は現在、総額
１千億ペソにまで膨らんでおり、農民団
体などはココナツ農家への直接返済・分
配を求めていた。25 年間にわたり毎年 50
億ペソが同庁に支給され、ココナツ農家
向けの政策に使われる予定。　　　　　
　　　　　　　　　（５日・ブレティン）

 自動車業界が販売台数目標を見直しへ
新車販売価格の見直しも示唆

　全国自動車工業会（ＣＡＭＰＩ）の副会
頭でトラック製造業者組合の会頭も務める
ダンテ・サントス氏はこのほど、今年上半
期における加盟各社による新車販売台数が
前年比大幅に減少するなど自動車税引き上
げによる販売の落ち込みを受け、今年通年
の業界販売台数目標を見直すことになると
述べた。また、各社の販売価格についても、
自動車税の引き上げやペソ安進行、金利や
コストの上昇などを受けて再調整する必要
があるとの見方も示した。三菱モーターズ・
フィリピンズの副社長も務める同氏は、同
社の販売価格についても、モデルや車種ご
とに見直すとしている。
　　　　　　（5日・スタンダード電子版）

11
月
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
合
三
田
会
総
会

　
　
　
　

慶
大
Ｏ
Ｂ
２
０
０
人
が
比
に

国
民
Ｉ
Ｄ
制
、
73
％
賛
成

　
　

10
月
ま
で
に
登
録
方
法
決
定
へ

　
慶
応
義
塾
大
学
卒
業
生
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
同
窓
会
組
織

「
マ
ニ
ラ
三
田
会
」（
福
島
光
一

会
長
）
は
７
日
、
首
都
圏
マ
カ

テ
ィ
市
で
懇
親
会
を
開
き
、
11

月
24
日
に
マ
ニ
ラ
で
「
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
連
合
三
田
会
」
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
正
式
に
発
表
し

た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
合
三
田
会
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
各
地
の
慶
大
卒
業
生

に
よ
る
三
田
会
の
連
合
組
織

で
、
２
０
０
８
年
か
ら
２
年
ご

と
に
各
国
持
ち
回
り
で
総
会
を

開
催
し
て
い
る
。
６
回
目
と
な

る
今
年
の
総
会
に
は
日
本
か
ら

懇
親
会
に
集
ま
っ
た
「
マ
ニ
ラ

三
田
会
」
の
会
員
。
右
か
ら
３

人
目
が
福
島
光
一
会
長

　
「
自
身
の
生
活
に
役
立
つ
と

思
う
か
」
と
の
質
問
に
は
86
％

が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
。

　
比
で
は
国
家
捜
査
局
（
Ｎ
Ｂ

Ｉ
）
や
郵
便
局
な
ど
複
数
の
機

関
が
公
的
身
分
証
明
書
を
発
行

し
て
い
る
が
、
手
続
き
に
時
間

が
か
か
る
場
合
も
多
く
、
一
本

化
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
制
に
よ
る
利
便

性
を
期
待
す
る
声
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
Ｉ
Ｄ
制
度
法
は
１
８
０
日
間

以
上
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
滞
在
す
る

外
国
人
も
登
録
を
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

統
計
局
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
の
ベ
ル
サ

レ
ス
氏
は
８
日
「
登
録
は
義
務

で
は
な
い
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

場
合
は
Ｉ
Ｄ
が
必
須
と
な
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
国

民
と
在
住
外
国
人
が
登
録
す
る

だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　
外
国
人
の
登
録
は
、
居
住
を

証
明
す
る
書
類
な
ど
を
持
っ
て

Ｐ
Ｓ
Ａ
事
務
所
な
ど
に
出
向
く

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

詳
細
な
登
録
方
法
や
運
用
方
法

な
ど
は
10
月
ま
で
に
決
め
る
と

い
う
。
現
行
の
外
国
人
証
明
登

録
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
）
に
代
わ
る
も
の

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
登
録
さ
れ
る
の
は
氏
名
、
性

別
、
誕
生
日
、
住
所
、
国
籍
な

ど
の
ほ
か
、
生
体
情
報
と
し
て

は
顔
、
指
紋
、
虹
彩
。
ベ
ル
サ

レ
ス
氏
は
「
デ
ー
タ
の
不
正
ア

ク
セ
ス
や
流
出
な
ど
を
防
ぐ
た

め
の
措
置
が
取
ら
れ
る
」
と
強

調
し
た
。

　

 

国
民
Ｉ
Ｄ
制
度
法
は
不
適

切
な
利
用
や
流
出
を
し
た
個
人

に
６
〜
15
年
の
禁
錮
と
３
０
０

〜
１
０
０
０
万
ペ
ソ
の
罰
金
を

科
す
。　
　
　
　
　
（
森
永
亨
）

も
含
め
、
２
０
０
人
以
上
が
参

加
す
る
見
込
み
。

　
総
会
翌
日
の
25
日
に
は
懇
親

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
市
内
観
光
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
７
日
の
懇
親
会
で
は
11
月
の

　
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
こ
の

ほ
ど
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
建
設
計

画
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

の
利
益
を
「
著
し
く
損
ね
た
」

と
し
て
観
光
省
の
下
部
組
織
、

ナ
ヨ
ン
・
ピ
リ
ピ
ノ
財
団
の
オ

カ
ン
ポ
理
事
長
ら
幹
部
全
員
を

解
任
し
た
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

起
工
式
が
行
わ
れ
た
７
日
に
ロ

ケ
大
統
領
報
道
官
が
明
ら
か
に

し
た
。

　
同
財
団
は
中
国
の
カ
ジ
ノ
運

営
会
社
と
首
都
圏
パ
ラ
ニ
ャ
ー

ケ
市
に
総
額
15
億
ペ
ソ
を
投
じ

て
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ナ
ヨ
ン
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
建
設
を
計
画

し
て
い
る
。

　
ロ
ケ
報
道
官
は
同
日
、「
財

団
は
公
用
地
を
70
年
と
い
う
長

期
間
に
わ
た
り
貸
し
出
す
愚
か

な
契
約
を
結
ん
で
い
た
」
と
批

判
。
大
統
領
が
６
日
の
閣
僚
会

総
会
に
向
け
て
役
割
分
担
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
た
。
福
島
会
長

は
「
マ
ニ
ラ
三
田
会
の
総
力
を

結
集
し
て
総
会
を
成
功
さ
せ
た

い
」
と
語
っ
た
。
同
会
の
会
員

数
は
現
在
１
２
８
人
。

　
民
間
調
査
機
関
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
エ
ザ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｗ
Ｓ
）
は
７
日
、
国
民

Ｉ
Ｄ
制
の
導
入
に
73
％
が
賛
成
と
の
６
月
末
の
世
論
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
国
民
Ｉ
Ｄ
制
に
賛
成
す
る
73
％
の
う
ち
、
強
く
賛
成
す
る
の
は
46
％
、
や
や
賛
成
す
る

の
は
27
％
。
一
方
、
や
や
反
対
が
10
％
、
強
く
反
対
は
８
％
だ
っ
た
。　

　大ネズミが襲撃か？闘鶏43羽
が死亡　ミンダナオ地方カガヤン
デオロ市カウスワガンでこのほど、
闘鶏計43羽が何者かに襲われて死
亡する事態が発生した。死亡した
闘鶏を検視したアシス医師による
と、闘鶏の胸などに残った傷跡な
どから「猫ほどの大きさの大ネズ
ミが襲撃した」可能性が高いとい
う。襲撃は２回発生した。周辺住
民の中には「黒い犬を見た」とい
う目撃証言もあるが、医師は「何
が襲撃したにせよ、襲われないよ
うに闘鶏はケージの中などに入れ
るように」と呼び掛けている。
　　　　　　　　　（８日・テンポ）
　トップニュース（８日）
≫７月インフレ率がさらに上昇
　　　　　　　　　  （ブレティン）
≫大統領はナヨン・ピリピノ財団 
の幹部、全員を汚職の疑いで解任 
　　　　　　　　　　　  （スター）

フィリピン
大衆紙の話題

ナ
ヨ
ン
・
ピ
リ
ピ
ノ
幹
部
全
員
を
解
任

　
　

大
統
領　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
契
約
汚
職
疑
惑
で

議
で
「
財
団
幹
部
に
よ
る
汚
職

に
激
怒
」
し
、
全
員
の
解
任
を

宣
言
、
司
法
省
と
国
家
捜
査
局

（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
）
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク

の
契
約
に
つ
い
て
捜
査
を
行
う

よ
う
指
示
し
た
と
い
う
。

　
解
任
さ
れ
た
幹
部
に
は
、
大

統
領
の
縁
戚
に
当
た
る
マ
リ
ア

フ
ェ
マ
・
ド
ゥ
テ
ル
テ
氏
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
オ
カ

ン
ポ
理
事
長
ら
幹
部
８
人
を
汚

職
疑
惑
で
告
発
し
て
い
た
マ
リ

ア
フ
ェ
マ
氏
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
上
で
「
ず
っ
と
待
っ
て
い
た

ニ
ュ
ー
ス
だ
」
と
解
任
を
歓
迎

し
た
。

サ
ム
ラ
イ
債
、
発
行
条
件
決
定

　
　
　

１
５
０
０
億
円
規
模
に

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
８
日
、

日
本
の
金
融
市
場
向
け
円
建
て

国
債
（
サ
ム
ラ
イ
債
）
の
発
行

条
件
が
決
定
し
た
と
発
表
し

た
。
総
額
１
５
４
２
億
円
で
、

15
日
に
起
債
す
る
。

Ｊ
＆
Ｔ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

比
進
出
計
画

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
物
流
サ
ー
ビ
ス

　
【
ジ
ャ
カ
ル
タ
時
事
】　
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
物
流
サ
ー
ビ

ス
会
社
Ｊ
＆
Ｔ
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
イ
ワ
ン
・
ス
ン
ジ
ャ
ヤ
・ 　

満
期
は
３
年
、
５
年
、
10

年
の
３
種
類
で
、
利
率
は
そ

れ
ぞ
れ
０
・
38
％
、
０
・
54
％
、

０
・
99
％
。
大
和
証
券
、
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
証
券
、
み
ず
ほ
証
券
、

野
村
證
券
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興

証
券
の
５
社
が
販
売
な
ど
を

行
う
。

　
同
日
の
声
明
で
ド
ミ
ン
ゲ
ス

財
務
長
官
は
「
サ
ム
ラ
イ
債
発

行
は
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
政
権
で
比

経
済
が
投
資
家
の
信
頼
を
勝

ち
取
っ
た
証
拠
」
と
歓
迎
し

た
。
比
の
サ
ム
ラ
イ
債
発
行
は

２
０
１
０
年
以
来
８
年
ぶ
り
と

な
る
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
こ
の
ほ
ど
、

同
社
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
タ
イ

へ
の
進
出
を
計
画
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
７

月
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
ベ
ト

ナ
ム
で
支
店
を
開
設
済
み
。

地
元
紙
コ
ン
タ
ン
（
電
子
版
）

が
報
じ
た
。
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まちかど  情報
The Spirit of Budô

The History of Japan’s Martial Arts
武道の精神：日本の武道の歴史

Bayanihan: Traditions Renewed
バヤニハン・ダンスカンパニーの公演

武道の歴史展示
【時】８月10日（金）～９月30日（日）午前10時～午後５時
【所】フィリピン国立博物館のファインアート部門（首都圏マニラ市）The National 
Museum of Fine Arts,,Padre Burgos Ave, Ermita, Manila
【費】 無料（月曜、祝祭日休館）
【国立博物館】www.nationalmuseum.gov.ph/
【国際交流基金マニラ】https://jfmo.org.ph/

　国際交流基金マニラ日本文化センター、マニラ市、フィリピン国立博物館は日
本大使館と提携し「武道の精神：日本の武道の歴史」を国立博物館で開催する。
兜（かぶと）や刀（かたな）などを展示。

映画上映「七人の侍」（黒澤明監督）
【時】８月15日（水）、17日（金）午後７時15分～
【所】UPフィルム・インスティテュート（首都圏ケソン市）UP Film Institute, UP 
Diliman, Osmeña Avenue, Diliman, Quezon City
【費】無料
【座席予約】電子メール nm.fi nearts@gmail.com

柔道とワークショップ
【時】９月８日（土）午前11時～
【所】国立博物館の講堂（首都圏マニラ市）The National Museum Auditorium, 
Padre Burgos Ave, Ermita, Manila
【費】無料
【座席予約】電子メール spiritofbudomanila@gmail.com

【時】８月24日（金）、25日（土）午後８時～午後10時
【所】フィリピン文化センター（首都圏パサイ市）Cultural Center of the Philippines, 
CCP Complex, Roxas Boulevard, Pasay City
【費】200ペソ、300ペソ、500ペソ
【チケット】https://bit.ly/2MfWIFM（オンライン TicketWorld）
【問】電話 0917 571 1952、0995 653 0264、0917 828 8691 電子メール 
alumni@pwu.edu.ph
【フェイスブック】https://www.facebook.com/events/341616279707816/

　世界的にも有名なフィリピンのナショナル・フォーク・ダンス・カンパニー「バ
ヤニハン」の公演。

　

７
月
26
日
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大

統
領
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ミ
ン

ダ
ナ
オ
地
方
で
の
自
治
政
府
樹

立
に
向
け
た
バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法

（
Ｂ
Ｏ
Ｌ
）に
署
名
し
た
。
さ
っ

そ
く
コ
ピ
ー
を
入
手
し
、
こ
れ
ま

で
の
バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法（
Ｂ
Ｂ

Ｌ
）草
案
と
読
み
比
べ
て
み
た
。

か
な
り
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
驚
く
。
特
に
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス（
統
治
）に

き
ば
・
さ
や　
１
９
８
０
年
、
京
都
市
生
ま
れ
。
神
戸
大
大
学
院

で
政
治
学
博
士
号
取
得
。

在
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
大
使

館
専
門
調
査
員
、
同
志
社

大
政
策
学
部
助
教
な
ど
を

経
て
２
０
１
８
年
４
月
か

ら
現
職
。
専
門
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
政
治
、
国
際
協
力
政

策
。

座評軸
まにら新聞 人

材
育
成
な
ど
得
意
分
野
で
支
援
を

バ
ン
サ
モ
ロ
基
本
法
と
日
本
の
使
命

                   
公
立
小
松
大
准
教
授
・
木
場
紗
綾

関
す
る
第
11
条
は
根
本
か
ら
書

き
直
さ
れ
て
い
る
。
草
案
で
は

バ
ン
サ
モ
ロ
警
察
の
新
設
が
明
記

さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
最
終
案

で
は
、
バ
ン
サ
モ
ロ
の
治
安
維
持

は
国
家
警
察
が
第
一
義
的
に
管
轄

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
混
乱
を

極
め
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
近
い
う
ち

に
安
定
す
る
と
は
思
え
な
い
。
日

本
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

か
。

　

紛
争
後
地
域
へ
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ

　
紛
争
後
の
国
や
地
域
の
復
興
と

平
和
構
築
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
る
一
連
の
活
動
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
と

呼
ば
れ
る
。
武
装
解
除
・
動
員
解

除
・
社
会
復
帰（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ

Ｌ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
／
Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）の
略

で
あ
る
。

　
日
本
は
２
０
０
０
年
代
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
Ｄ
Ｄ
Ｒ
を
支
援
し

た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
の
Ｇ
８
参

加
国
内
で
の
調
整
の
末
、
日
本
政

府
は
国
連
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援

団
と
と
も
に
武
装
解
除
・
動
員
解

除（
Ｄ
Ｄ
）に
か
か
る
政
策
調
整

を
実
施
し
、
暫
定
政
権
へ
の
政
策

提
言
を
行
っ
た
。
ま
た
、
国
際
協

力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）を
通
じ
て

社
会
復
帰（
Ｒ
）の
た
め
の
訓
練

や
雇
用
促
進
を
実
施
し
た
。
07

年
に
開
始
さ
れ
た
国
連
ネ
パ
ー
ル

政
治
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
は

陸
上
自
衛
官
ら
を
派
遣
し
、
元
ネ

パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
派
兵
士
の

武
装
解
除
の
監
視
に
関
与
し
た
。

　
Ｄ
Ｄ
Ｒ
は
長
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る
。
国
連
や
外
国
政
府
の
介
入
に

よ
る
治
安
の
改
善
と
、
援
助
機
関

に
よ
る
長
期
的
な
開
発
協
力
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
武
装
集
団
か
ら
武
器

を
没
収
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼

ら
が
犯
罪
集
団
化
し
な
い
よ
う
適

切
な
社
会
復
帰
の
機
会
を
提
供
す

る
。
元
兵
士
へ
の
職
業
訓
練
は
そ

の
典
型
例
だ
が
、
一
般
市
民
や
紛

争
の
被
害
者
ら
に
不
公
平
感
が
生

ま
れ
な
い
よ
う
、
す
べ
て
の
人
が

裨
益（
ひ
え
き
）す
る
よ
う
な
援

助
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
が
必
要

で
あ
る
。

　　
「
Ｒ
」へ
の
支
援
を

　　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
和
平

合
意
後
の
平
和
構
築
に
参
加
し

た
。
一
方
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
い

て
日
本
は
和
平
合
意
以
前
か
ら
比

政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦

線（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）の
仲
介
役
を
務

め
、
停
戦
監
視
団
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
開
発
専
門
家
を
派
遣
し
、
イ
ン

フ
ラ
事
業
、
食
糧
援
助
、
人
材

育
成
、
学
校
や
診
療
所
の
建
設
と

い
っ
た
草
の
根
案
件
を
支
援
し
て

き
た
。

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和
平
プ
ロ
セ
ス
の

大
き
な
特
徴
は
、
武
装
解
除
・
動

員
解
除（
Ｄ
Ｄ
）の
前
に
和
平
合

意
が
締
結
さ
れ
、
ま
だ
武
装
集

団
が
残
存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
社
会
復
帰（
Ｒ
）支
援
が
実

施
さ
れ
て
き
た
点
に
あ
る
。
そ
の

「
Ｄ
Ｄ
に
先
立
つ
Ｒ
」
を
支
持

し
、
主
導
し
て
き
た
の
が
日
本
政

府
で
あ
る
。

　
数
年
前
ま
で
、
外
務
省
は
ミ

ン
ダ
ナ
オ
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
グ

ル
ー
プ
で
日
本
に
招
聘
し
て
い

た
。
そ
の
中
に
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の

若
き
地
方
政
治
家
や
公
務
員
、
弁

護
士
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ほ

か
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
政
治
部
門
の
メ
ン

バ
ー
、
停
戦
調
整
委
員
、
バ
ン
サ

モ
ロ
開
発
庁
の
職
員
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
た
。
彼
ら
は
広
島
の
平
和

記
念
公
園
を
訪
れ
、
日
本
の
政

府
関
係
者
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
平
和

構
築
の
専
門
家
ら
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
中
央
政
府
と
確
実
な
関
係
を

築
き
つ
つ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
現
地

ニ
ー
ズ
に
も
細
や
か
に
対
応
す
る

の
は
日
本
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
支
援
の

強
み
で
あ
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｌ
施
行
後
も

着
実
に
そ
れ
を
続
け
て
ほ
し
い
。

 　
武
装
解
除
参
加
は
リ
ス
ク

 　

日
本
政
府
は
今
後
も
「
Ｒ
」

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し

た
人
材
育
成
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
分

野
へ
の
支
援
を
続
け
る
べ
き
で
あ

る
。
特
に
、
こ
の
地
域
の
安
定
を

左
右
す
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
治
安
部

門
強
化
の
た
め
に
専
門
家
を
派
遣

し
、
除
隊
兵
士
の
た
め
の
職
業
訓

練
や
農
業
訓
練
を
地
道
に
続
け
て

ほ
し
い
。

　
一
方
で
日
本
政
府
は
、
武
装
解

除
と
動
員
解
除（
Ｄ
Ｄ
）へ
の
参

加
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
。
国

連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
介
在
し
な
い
中
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
で
は
14
年
の
包
括
和

平
合
意
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
武
力
衝

突
が
起
こ
っ
て
き
た
。
和
平
合
意

の
当
事
者
で
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
か
ら
分
離
し
た
過

激
派
に
よ
る
暴
力
事
件
、
氏
族
同

士
の
衝
突（
い
わ
ゆ
る
リ
ド
）、
テ

ロ
事
案
な
ど
は
頻
発
し
て
お
り
、

日
本
を
含
む
諸
外
国
政
府
や
援
助

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
職
員
が
こ
れ

ら
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
慎
重
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
き

た
。

　
こ
う
し
た
治
安
上
の
問
題
は
、

自
治
政
府
が
発
足
し
た
か
ら
と

い
っ
て
解
消
す
る
わ
け
で
は
な

い
。「
Ｄ
Ｄ
」
の
進
行
中
に
リ
ド

に
よ
っ
て
援
助
ワ
ー
カ
ー
が
命
を

落
と
す
可
能
性
も
あ
る
。
万
が
一

の
事
件
が
日
本
の
世
論
、
ひ
い
て

は
国
際
社
会
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
現

地
社
会
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
日
本

は
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
比
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う

な
破
綻
国
家
で
は
な
い
が
、
ア
キ

ノ
政
変
に
よ
る
民
主
化
か
ら
30

年
余
を
経
て
も
、
全
土
に
お
い
て

武
装
解
除
を
徹
底
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
点
に
困
難
が
あ
る
。

ル
ソ
ン
や
ビ
サ
ヤ
に
も
、
政
治
家

に
雇
わ
れ
て
い
る
私
兵
、
自
警
団

な
ど
多
く
の
非
正
規
の
武
装
集
団

が
存
在
す
る
。
首
都
マ
ニ
ラ
に
さ

え
、
非
合
法
に
銃
を
携
行
す
る
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
や
ギ
ャ
ン
グ
集
団
が

跋
扈（
ば
っ
こ
）す
る
。
こ
の
よ
う

な
社
会
で
生
き
る
比
市
民
は
、
周

縁
で
あ
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る

「
Ｄ
Ｄ
」
を
、
た
と
え
ば
、
武

器
を
回
収
し
て
焼
却
す
る
よ
う
な

象
徴
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、

果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
現
実
性
を

も
っ
て
受
け
止
め
る
だ
ろ
う
か
。

　
Ｄ
Ｄ
の
活
動
は
確
か
に
目
立
ち

や
す
い
。
し
か
し
、
日
本
は
従
来

通
り
の
人
材
育
成
な
ど
「
Ｒ
」

分
野
を
中
心
に
、
得
意
と
す
る
イ

ン
フ
ラ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
面
の
支
援

を
堅
実
に
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
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北朝鮮北西部・東倉里にあるミサイル施設
「西海衛星発射場」の人工衛星画像＝３日
撮影（38ノース・エアバスＤＳ提供）

国会で答弁するリム・グアン・エン財務相＝
７日、クアラルンプール

　【ロサンゼルス・ロイター時事】米娯
楽大手ウォルト・ディズニーが配給す
る人気キャラクター、くまのプーさん
の新作映画「プーと大人になった僕（邦
題）」の中国での上映が、当局によって
拒否された。関係者が７日明らかにし
た。
　中国当局はディズニー側に対して説
明をしておらず、なぜ拒否されたのか
は不明。ただ、中国国内で政府に批判
的な人たちはプーさんの外見的特徴が

７
日
、テ
ヘ
ラ
ン
で
会
談
し
、

握
手
を
交
わ
す
イ
ラ
ン
の
ザ

リ
フ
外
相
（
右
）と
北
朝
鮮

の
李
容
浩
外
相
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
時

事
）

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
＝

６
月
21
日
、
北
京
（
Ａ
Ｆ
Ｐ

時
事
）

く
ま
の
プ
ー
さ
ん
の
縫

い
ぐ
る
み
＝
2
0
0
6

年
４
月
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）

米
下
院
で
議
会
証
言
に
臨
む
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ

カ
ー
バ
ー
グ
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）＝
４
月
11
日
、
ワ
シ

ン
ト
ン
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
時
事
）

ト
ラ
ン
プ
氏
元
弁
護
士
に
捜
査
の
手

北
朝
鮮
と
イ
ラ
ン
、
対
米
け
ん
制

                    

外
相
会
談
で
友
好
誇
示

くまのプーさん、中国で上映禁止
習主席に似ていると指摘も

ロ
シ
ア
疑
惑
で
重
要
情
報
把
握
か
米紙

忍び寄る選挙介入
　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】米
国

の
北
朝
鮮
分
析
サ
イ
ト「
38

ノ
ー
ス
」
は
７
日
、
人
工
衛

星
画
像
の
分
析
結
果
に
基
づ

き
、
北
朝
鮮
北
西
部
・
東
倉

里
の
ミ
サ
イ
ル
基
地「
西
海

衛
星
発
射
場
」
で
、
施
設
の

解
体
作
業
が
進
展
し
て
い
る

も
よ
う
だ
と
発
表
し
た
。
た

だ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
約
束
履

行
の「
第
一
歩
」と
見
な
せ
る

か
ど
う
か
は「
慎
重
に
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
て
い
る
。

　

３
日
撮
影
の
衛
星
画
像
に

よ
る
と
、
基
地
内
に
あ
る
垂

直
式
の
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

　
【
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
時
事
】

２
０
１
６
年
の
米
大
統
領
選

挙
で
、
ロ
シ
ア
関
係
機
関
に

よ
る
情
報
宣
伝
活
動
の
温
床

と
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）。
信

頼
回
復
に
向
け
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
各
社
は
世
論
操
作
や
偽

ニ
ュ
ー
ス
拡
散
を
防
ぐ
対
策

を
強
化
し
て
き
た
が
、
実
効

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
施
設
の
解
体
進
展

ＳＮＳ、信頼回復へ試練

米
サ
イ
ト

「
ま
だ
不
可
逆
的
で
な
い
」

試
験
台
は
、
鉄
製
の
基
本
構

造
物
の
解
体
が
７
月
下
旬
よ

り
進
ん
で
い
る
。
周
辺
に
は
、

燃
料
や
酸
化
剤
を
運
ぶ
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
と
み
ら
れ
る
車

両
も
確
認
さ
れ
た
。

　
ミ
サ
イ
ル
発
射
台
の
関
連

施
設
を
囲
む
壁
は
、
西
側
の

３
分
の
２
、
北
側
の
３
分
の

１
が
撤
去
さ
れ
た
。
同
サ
イ

ト
は
、こ
う
し
た
動
き
が「
施

設
解
体
に
関
連
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
」と
し
つ
つ
、「
施

設
を
別
の
用
途
に
改
修
す
る

計
画
が
始
ま
っ
た
可
能
性
も
、

ま
だ
排
除
で
き
な
い
」
と
指

摘
し
た
。　

　
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労

働
党
委
員
長
は
６
月
の
米
朝

首
脳
会
談
で
、
主
要
な
ミ
サ
イ

ル
エ
ン
ジ
ン
試
験
場
の
廃
棄

性
が
試
さ
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
。
中
間
選
挙
が
近
づ
く
中
、

選
挙
介
入
の
影
が
再
び
忍
び

寄
っ
て
き
た
。

　
「
今
後
１
年
半
の
間
に
世

界
各
地
で
行
わ
れ
る
選
挙
が

本
当
の
試
練
だ
」。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
最

大
手
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
Ｆ

Ｂ
）の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー

バ
ー
グ
最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ

　【クアラルンプール時事】商品の売り上
げに 10％または５％、サービスに６％の
税率をそれぞれ課す販売・サービス税（Ｓ
ＳＴ）を導入する関連法案の国会審議が７
日、本格的に始まった。９月１日の導入
まで 20 日余りしか残されておらず、マハ
ティール政権の財政運営は早くも正念場
を迎えている。
　関連法案には、ＳＳＴの導入と同時に基
本税率６％の物品サービス税（ＧＳＴ）の
廃止も盛り込まれている。ＳＳＴは 15 年
３月末まで導入されており、今回は一部修
正した上での再導入となる。関連法案は、
1972 年に発行された販売法をもとに作成

販売サービス税法案、審議入り
９月導入に向け正念場

マレーシア

成長率予測４・３～４・８％で据え置く
米中貿易摩擦や洪水の影響限定的

タイ経済３団体

９月末までに金融支援の要請先を決定
パキスタン、ＩＭＦもしくは友好国へ

　【バンコク時事】タイの商工会議所、工
業連盟、銀行協会の民間経済３団体で構成
する商業・工業・金融合同常任委員会（Ｊ
ＳＣＣＩＢ）は７日の会合で、2018 年の国
内総生産（ＧＤＰ）成長率の予測をこれま
での前年比「4.3 ～ 4.8％増」に据え置くこ
とで一致した。輸出伸び率の見通しも従来
通り「7.0 ～ 10.0％」、インフレ率予測は「0.9
～ 1.5％のプラス」になると予想している。
　ＪＳＣＣＩＢは、好調な輸出と観光産業
に加え、国内消費も拡大し、経済成長を押
し上げると見込んでいる。一方、米国と中

お引越はあなたの
街の日通へどうぞ

【マニラ】(02)403-1106（日本語でどうぞ）
【 セ ブ 】  (032)341-3151

フィリピン日通

Ｅ
Ｏ
）は
７
月
の
電
話
会
見

で
、
11
月
の
中
間
選
挙
へ
の

対
応
に
万
全
を
期
す
と
強
調

し
た
。

　
大
統
領
選
で
の
批
判
を
受

け
、
Ｆ
Ｂ
は
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）に
よ
る
偽
ア
カ
ウ
ン
ト
の

検
知
・
削
除
や
投
稿
内
容
を

監
視
す
る
要
員
の
増
強
な
ど

を
実
施
。
政
治
広
告
の
透
明

性
を
高
め
た
り
、
信
頼
で
き

る
発
信
元
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス

を
優
先
的
に
表
示
し
た
り
す

る
施
策
も
打
ち
出
し
た
。
し

か
し
、
不
審
な
投
稿
は
後
を

絶
た
な
い
。　

　
「
黒
人
の
地
位
向
上
」「
フ
ァ

シ
ズ
ム
に
対
抗
せ
よ
」。
７
月

末
、
Ｆ
Ｂ
は
傘
下
の
写
真
共

有
サ
イ
ト「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
も
含
め
て
32
の
不
正
利

用
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
を
削
除

し
た
と
公
表
し
た
。
人
種
問

題
を
際
立
た
せ
た
り
、
政
治

集
会
を
告
知
し
た
り
し
て
社

会
の
分
断
を
あ
お
る
の
は
大

統
領
選
で
使
わ
れ
た
手
口
と

重
な
る
。
一
部
は
ロ
シ
ア
企

業「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
リ

サ
ー
チ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
Ｉ
Ｒ
Ａ
）」
と
の
つ
な
が
り

が
確
認
さ
れ
た
が
、
多
く
は

周
到
に
痕
跡
を
隠
し
て
お
り
、

を
約
束
し
た
と
さ
れ
る
。
38

ノ
ー
ス
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認

さ
れ
た
動
き
に
つ
い
て「
恒
久

的
で
も
不
可
逆
的
で
も
な
い
」

と
分
析
。
エ
ン
ジ
ン
試
験
台
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
土
台
や
、

発
射
台
の
基
礎
部
分
な
ど
が

廃
棄
さ
れ
れ
ば「
よ
り
恒
久
的

で
不
可
逆
的
な
行
動
と
見
な
せ

る
」と
説
明
し
た
。

「
ま
だ
背
後
に
誰
が
い
る
の
か

確
証
は
な
い
」（
Ｆ
Ｂ
幹
部
）。

　
サ
イ
ト
の
悪
用
対
策
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
各
社
に
と
っ
て
重
荷

だ
。
不
正
ア
カ
ウ
ン
ト
の
削

除
を
強
化
す
る
短
文
投
稿
サ

イ
ト
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
４

〜
６
月
、
月
１
回
以
上
使
う

利
用
者
が
１
〜
３
月
に
比
べ

約
１
０
０
万
人
減
少
し
た
。

右
肩
上
が
り
の
成
長
を
続
け

て
き
た
Ｆ
Ｂ
の
収
益
の
伸
び

は
今
後
減
速
す
る
見
通
し

だ
。

　
そ
れ
で
も
各
社
は「
情
報

の
健
全
化
が
長
期
的
な
成
長

に
つ
な
が
る
」（
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ー
シ
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）と
背
水
の
陣
を
敷
く
。

米
大
統
領
選
と
同
じ
轍（
て

つ
）を
踏
め
ば
議
会
で
く
す
ぶ

る
規
制
強
化
論
が
勢
い
づ
く

の
は
必
至
。
自
浄
能
力
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

試
練
の
時
を
迎
え
る
。

　
【
ソ
ウ
ル
時
事
】北
朝
鮮
の

李
容
浩
外
相
は
７
日
、
イ
ラ

ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
で
ザ
リ

フ
外
相
と
会
談
し
、
さ
ら
な

る
関
係
発
展
を
歓
迎
す
る
こ

と
で
一
致
し
た
。
イ
ラ
ン
外

務
省
が
７
日
発
表
し
た
。
両

国
は
友
好
関
係
を
誇
示
す
る

こ
と
で
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

を
け
ん
制
す
る
狙
い
が
あ
る

と
み
ら
れ
る
。

　
北
朝
鮮
の
朝
鮮
労
働
党
機

関
紙
・
労
働
新
聞（
電
子
版
）

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】米
紙

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル（
電
子
版
）は
７

日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
元
個

人
弁
護
士
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ー
エ

ン
氏
が
、
脱
税
な
ど
の
疑
い
で

捜
査
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
報

じ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
米
大
統

領
選
介
入
疑
惑
で
コ
ー
エ
ン
氏

は
重
要
情
報
を
握
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
、
モ
ラ
ー
特
別
検
察
官

されており、会期が８月 16 日までの今国
会での成立を目指している。
　法案審議に先立ち、リム・グアン・エン
財務相は「ＳＳＴ導入による税収は、2018
年で 40 億リンギになる見込み」と述べた。
一方、ＧＳＴが廃止されると、政府は 170
億リンギの減収となる。法案が成立しなけ
れば、さらに苦しい財政運営を迫られる。
　◇「ＧＳＴよりも負担減」強調
　リム財務相はまた、消費者物価指数（Ｃ
ＰＩ）を計測するための物品・サービスの
組み合わせ（バスケット）のうち、ＧＳＴ
では 60％が課税対象となっていたのに対
し、ＳＳＴではわずか 38％のみが課税対
象となると説明。「ＳＳＴの導入後、納税
者の負担はＧＳＴと比べて軽くなる」と強
調した。
　納税義務がある企業の要件も、ＧＳＴ
が年間売り上げが 10 万リンギ以上の企業
であったのに対し、ＳＳＴの販売税の導
入案では 50 万リンギ以上の製造業者とし
た。これによりＧＳＴでは３万 2725 社が
納税対象になったのに対し、販売税は２万
7456 社に減少する。
　納税義務を課される製造業者は、９月１
日のＳＳＴ導入予定日前に税務当局へ登録
を済ませなくてはならないが、ＧＳＴで登
録を行っている企業の多くは、自動的に登
録される。
　ＧＳＴが製造業者や卸売業者など商品の
流通段階ごとに課す「多段階課税」であ
るのに対し、ＳＳＴは最初の売上時にのみ
課す「一段階課税」という制度的な違いが
ある。ＳＳＴの課税率は 10％であっても、
実効税率はＧＳＴと同じとなり、５％の品

国の貿易摩擦や国内の一部地域での洪水被
害による影響は限定的だと分析した。
　タイでは 11 年末に大洪水が発生し、大
きな被害が出た。その時はチャオプラヤ
川の上流にある北部の主要ダムが中心に
貯水量が多く、ダムからの放水によって
河川が増水・氾濫し、下流周辺にあるア
ユタヤやパトゥムタニ県の工業団地など
が水没した。ＪＳＣＣＩＢは、今回は 11
年と違って貯水量が限界に近づいている
各ダムはいずれも西部や東北部にあると
指摘した。
　スパン工業連盟会長は、「状況を厳密に
監視しているが、今のところ洪水被害を受
けた工場はない」と述べた。

【イスラマバード・ロイター時事】パキス
タンのアサド・ウマル次期財務相は８日、
国際通貨基金（ＩＭＦ）もしくは中国のよ
うな友好国から、金融支援を要請するか９
月末までに判断すると明らかにした。
　８月中旬ごろに発足するパキスタン正義
運動（ＰＴＩ）政権は、国際収支に対する
圧力を和らげるための支援を国外に求める
必要がある。
　パキスタンの外貨準備高はこの１年で急
速に減少し、中国からの融資で何とか回っ
ている。
　ウマル氏は、金融支援策の規模について
検討する前に、最新の政府の数字を確認す
る必要があると説明した。アナリストは必
要な支援額は 10 億ドルを上回ると予想し
ている。

目では実効税率は３％に減る計算という。
　◇便乗値上げを監視
　関税局の示した案によると、米や魚、肉、
野菜、薬などの生活必需品はＳＳＴが非課
税となっている。また、250 ＣＣ以下の二
輪車や自転車、生理用品などの日用品、ベ
ビー用おむつ、ベビーフード、ミルクなど
の育児用品も免税となる方向。大人用のお
むつや車椅子、松葉づえなどの介護、医療
用品なども課税を免れそうだ。
　税負担の増加は抑えられており、納税義
務企業も減少するため、ＧＳＴ導入の時ほ
どインフレ率は上昇しないと政府はみてい
る。
　また政府は、ＳＳＴ導入での便乗値上
げを行わないように国内取引・消費者省
を通じて監視を行う。価格統制や不当な
利益に関する取り締まりも強化するとい
う。

習近平国家主席に似ていると主張し、
プーさんを抵抗運動の象徴とみなして
いる。そのため、当局はインターネッ
ト上でプーさんの画像を検閲してい
る。
　世界第２位の映画産業マーケットを
誇る中国は今年、ディズニーが制作し
たアクション映画については公開して
いる。しかし３月に世界各地で公開さ
れたディズニーのファンタジー冒険映
画「ア・リンクル・イン・タイム（原題）」
も上映されていない。

も
８
日
、
李
外
相
が
７
日
に

テ
ヘ
ラ
ン
に
到
着
し
た
と
伝

え
た
。
李
外
相
は
先
週
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
）地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）閣
僚
会
議
に
出
席

す
る
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
訪
問
し
て
い
た
。　

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
イ
ラ
ン
核

合
意
を
離
脱
し
、
対
イ
ラ
ン
制

裁
の
一
部
を
再
発
動
し
た
。
一

方
、
ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
北
朝
鮮
が

非
核
化
に
応
じ
る
ま
で
圧
力
を

継
続
す
る
よ
う
国
際
社
会
に
要

請
し
、
李
外
相
は
米
国
の
姿
勢

を
批
判
し
て
い
た
。

が
指
揮
す
る
疑
惑
捜
査
へ
の
協

力
を
促
す
圧
力
が
高
ま
る
可
能

性
も
あ
る
。

　
同
紙
が
関
係
者
の
話
と
し
て

伝
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
連
邦
捜

査
局（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
連
邦
検
事
は
、
コ
ー
エ
ン

氏
が
タ
ク
シ
ー
許
可
証
の
売
買

ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
所
得
を
過
少

申
告
し
て
い
た
疑
い
が
あ
る
と

み
て
調
べ
て
い
る
。
ウ
ー
バ
ー

な
ど
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
参

入
ま
で
、
タ
ク
シ
ー
許
可
証
は

「
資
産
」と
し
て
高
額
で
取
引

さ
れ
て
い
た
。　

　
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
、
コ
ー
エ
ン
氏
が

銀
行
融
資
を
申
し
込
む
際
、
担

保
不
動
産
の
価
値
を
水
増
し
す

る
な
ど
不
正
を
行
っ
た
疑
い
で

も
捜
査
し
て
い
る
と
い
う
。
Ｆ

Ｂ
Ｉ
は
４
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
あ
る
コ
ー
エ
ン
氏
の
事
務

所
や
自
宅
を
家
宅
捜
索
し
、
大

量
の
資
料
類
を
押
収
し
た
が
、

立
件
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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不
正
融
資
、営
業
役
員
が
主
導

        

企
業
統
治
、機
能
せ
ず

金
利
上
昇
容
認
、
発
言
相
次
ぐ          

  

０
・
25
％
上
限
論
も

７
月
末
の
日
銀
会
合
「
主
な
意
見
」

Ｊ
Ｒ
東
海
、リ
ニ
ア
工
事
に
向
け
前
進     

 　
　  

未
着
工
区
間
の
静
岡
で
住
民
説
明
会

中
国
貿
易
、対
米
黒
字
が
拡
大     　
　        

7
月
は
11
・
５
％
増

シニア向け電動アシスト自転車
ブリヂストンサイクル

天然由来成分の衣類防虫剤
白元アース

〔新商品〕

アジア主要通貨対ドルレート ( ８日午後）

　 
経
常
黒
字
、10
兆
８
４
１
１
億
円       

         
訪
日
客
増
で
旅
行
収
支
最
高
18 年上半期

スルガ銀

未着工区間で行われたＪＲ東海の説明会＝７
日夜、静岡市葵区

　ブリヂストンサイクル（埼玉県
上尾市）は、シニア向け電動アシ
スト自転車「フロンティア　ラ
クット」（20インチ、24インチ）を
８月下旬発売。新たに走りながら

自動充電する回帰充電機能を搭載。シニア世代が乗りや
すいよう、従来に比べ10センチ低い低床フレームを採用
したほか、141センチの人でも両足がぴったり着くよう
設計。こぐ際の膝の角度を浅くして脚への負担を軽減す
る「３つのラクあし」機能で安心安全な外出機会をサポー
トする。価格は20インチが12万7224円、24インチが12
万8304円。

　白元アース（東京）は、天然由来成分で
できた衣類の防虫剤「Ｎａｔｕｒａｌ（ナ
チュラル）ミセスロイド　クローゼット・
洋服ダンス用　３個入」を発売。植物由
来成分のティーツリーオイルが繊維の防
虫に加え、気になるダニを収納空間に寄
せつけにくくする。金糸・銀糸、ラメ加
工製品や和服、毛皮などの革製品にも使
用できる。希望小売価格950円。

韓国ウォン　　　　　　　　 1118
台湾ドル　　　　　　　　　 30.57
香港ドル　　　　　　　　　  7.85
フィリピンペソ　　　　　　 52.92
シンガポールドル　　　   　   1.36
タイバーツ　　　　　　　　 33.19
中国人民元　                            6.82
マレーシアリンギット　　　   4.07
インドネシアルピア　　　　 14435
インドルピー　　　　　　　 68.64

　
財
務
省
が
８
日
発
表
し
た

２
０
１
８
年
上
半
期（
１
〜

６
月
）の
国
際
収
支
速
報
に

よ
る
と
、
海
外
と
の
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
の
取
引
、
投
資
収

益
な
ど
の
状
況
を
示
す
経
常

収
支
は
10
兆
８
４
１
１
億
円

の
黒
字
だ
っ
た
。
黒
字
額
は

前
年
同
期
比
２
・
１
％
の
増

加
。
訪
日
外
国
人
客
が
増
え

た
こ
と
で
旅
行
収
支
が
半
期

ベ
ー
ス
で
過
去
最
高
を
更
新
。

海
外
か
ら
の
配
当
・
利
子
収

入
も
大
幅
に
伸
び
た
。

　

輸
出
額
か
ら
輸
入
額
を

差
し
引
い
た
貿
易
収
支
は

１
兆
８
１
５
０
億
円
の

黒
字
。
輸
出
は
自
動
車
や

半
導
体
製
造
装
置
の
好
調

を
受
け
７
・
２
％
増
の

40
兆
４
６
７
億
円
。
一
方
、

輸
入
は
原
油
な
ど
資
源
価
格

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
７
日
夜
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
静
岡
工

区
の
静
岡
市
葵
区
井
川
地
区

で
、住
民
説
明
会
を
開
い
た
。

工
事
車
両
が
通
行
す
る
県
道

の
整
備
や
作
業
員
宿
舎
の
建

設
に
つ
い
て
同
社
か
ら
説
明

が
あ
り
、
住
民
側
は
好
意
的

に
迎
え
た
。
リ
ニ
ア
沿
線
の

１
都
６
県
の
う
ち
、
静
岡
県

は
唯
一
の
未
着
工
区
間
。
同

社
は
２
０
２
７
年
の
開
業
を

目
指
し
、
本
格
工
事
に
向
け

た
準
備
を
進
め
る
構
え
だ
。

　
住
民
に
は
、
地
元
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
県
道
整
備
計
画

を
説
明
。
土
砂
崩
れ
な
ど
が

発
生
す
る
狭
い
県
道
に
、
同

社
負
担
で
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト

の
上
昇
で
８
・
３
％
増
の

38
兆
２
３
１
７
億
円
と
な

り
、
輸
出
額
の
伸
び
を
上

回
っ
た
た
め
、
黒
字
幅
は

11
・
２
％
縮
小
し
た
。

　
企
業
が
海
外
か
ら
受
け
取

る
配
当
や
利
子
収
入
な
ど
を

示
す
第
１
次
所
得
収
支
の
黒

字
額
は
、
６
・
８
％
増
の

10
兆
５
３
２
４
億
円
と
な
っ

た
。
企
業
が
海
外
子
会
社
か

ら
受
け
取
る
配
当
金
が
増
加

し
た
。

　

一
方
、
サ
ー
ビ
ス
収
支

は
４
２
１
６
億
円
の
赤

字
。
訪
日
外
国
人
客
数
が
伸

び
、
旅
行
収
支
の
黒
字
額
は

１
兆
２
０
１
１
億
円
に
上
っ

た
も
の
の
、
現
地
法
人
の
設

立
と
い
っ
た
企
業
の
海
外
展

開
の
加
速
で
、
事
業
収
益
が

直
接
日
本
に
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
赤
字

幅
が
拡
大
し
た
。

　
同
時
発
表
さ
れ
た
６
月
の

経
常
収
支
の
黒
字
額
は
、
前

年
同
月
比
27
・
１
％
増
の

１
兆
１
７
５
６
億
円
だ
っ

た
。
増
加
は
48
カ
月
連
続
。

ル
の
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
す
る
。

道
幅
は
静
岡
市
が
拡
張
し
、

井
川
地
区
と
中
心
市
街
地
と

の
距
離
を
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
所
要
時
間
で
約
20
分
短

縮
し
、
県
道
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
。

　
加
え
て
、
２
５
０
人
が
宿

泊
で
き
る
作
業
員
宿
舎
の
建

設
を
８
月
末
に
も
着
手
。
リ

ニ
ア
工
事
終
了
後
は
、
特
種

東
海
製
紙
が
南
ア
ル
プ
ス
エ

コ
パ
ー
ク
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設

と
し
て
使
用
す
る
計
画
と
い

う
。
ま
た
、
資
機
材
の
中
継

基
地
で
は
、
飲
食
店
や
直
売

所
を
設
け
る
な
ど
の
地
域
貢

献
案
も
提
示
し
た
。

　
井
川
地
区
で
の
説
明
会
は
、

昨
年
12 

月
に
も
開
催
。
井
川

自
治
会
連
合
会
の
栗
下
浩
信

会
長（
57
）は「
前
回
は
地
元

の
要
望
と
す
り
合
わ
な
か
っ

た
が
、
今
回
は
第
一
に
考
え

て
い
た
だ
け
た
。
特
に
県

道
ト
ン
ネ
ル
を
承
諾
し
て
も

ら
っ
た
の
は
う
れ
し
い
」
と

話
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
中
央
新
幹
線
推

進
本
部
の
新
見
憲
一
副
本
部

長
は「
住
民
の
希
望
に
沿
う

報
告
が
で
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
上
で
一
歩
前

進
し
た
」
と
受
け
止
め
て
い

る
。

　
ス
ル
ガ
銀
行（
静
岡
県
沼

津
市
）の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
投
資

関
連
の
不
正
融
資
で
、
専
務

執
行
役
員（
当
時
）が
審
査
書

類
の
改
ざ
ん
を
主
導
し
て
い

た
こ
と
が
７
日
、分
か
っ
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
営
業
担

当
の
専
務
執
行
役
員
が
審
査

部
門
を
ど
う
喝
す
る
な
ど
し

て
、
改
ざ
ん
し
た
書
類
で
融

資
審
査
を
通
し
て
い
た
。
５

月
に
公
表
し
た
内
部
調
査
で

は
、
組
織
ぐ
る
み
の
不
正
を

否
定
し
た
が
、
役
員
の
積
極

的
な
関
与
が
確
認
さ
れ
た
形

だ
。

　
金
融
庁
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
著
し
い
機
能
不
全
に
陥
っ

て
い
た
と
し
て
、
ス
ル
ガ
銀

に
厳
し
い
行
政
処
分
を
出
す

方
針
だ
。
弁
護
士
ら
で
構
成

す
る
ス
ル
ガ
銀
の
第
三
者
委

員
会
は
今
月
末
ま
で
に
報
告

書
を
ま
と
め
る
。
第
三
者
委

は
、
岡
野
光
喜
会
長
ら
は
営

業
現
場
の
状
況
を
把
握
せ
ず
、

不
正
の
横
行
を
防
げ
な
か
っ

た
と
み
て
い
る
。　

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
投
資
は
、

ス
ル
ガ
銀
か
ら
融
資
を
受
け

て
物
件
を
購
入
す
る
と
、
ス

マ
ー
ト
デ
イ
ズ（
東
京
）が

一
括
で
借
り
上
げ
、
物
件
の

所
有
者
に
は
賃
料
収
入
が
入

る
仕
組
み
。
融
資
契
約
の
際

に
提
出
し
た
年
収
証
明
や
預

金
通
帳
の
写
し
な
ど
が
改
ざ

ん
さ
れ
た
。
融
資
の
手
続
き

は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
販
売

会
社
が
代
行
す
る
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
。
ス
ル
ガ
銀
の
担

当
者
は
販
売
会
社
に
書
類
改

ざ
ん
を
促
し
た
り
、
手
法
を

指
示
し
た
り
し
た
と
い
う
。

　

ス
ル
ガ
銀
の
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
関
連
融
資
の
残
高
は
、

２
０
１
８
年
３
月
末
時
点
で

ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
以
外
も
含

め
約
２
０
０
０
億
円
。
融
資

先
は
約
１
２
０
０
人
に
上
る
。

　
日
銀
は
８
日
、
長
期
金
利

目
標
の
柔
軟
化
を
決
め
た
７

月
30
、
31
日
開
催
の
金
融
政

策
決
定
会
合
に
お
け
る「
主
な

意
見
」を
公
表
し
た
。
会
合
で

は
、
長
期
金
利
の
変
動
幅
を

従
来
の
０
・
１
％
程
度
か
ら

「
倍
程
度
に
変
動
し
得
る
こ
と

　
【
北
京
時
事
】中
国
税
関
総

署
が
８
日
発
表
し
た
７
月
の

貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
対
米

貿
易
黒
字
は
前
年
同
月
比
11
・

５
％
増
の
２
８
１
億
ド
ル
と

な
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
さ
ら
に
不
満
を
募
ら
せ

る
の
は
必
至
で
、米
中
間
の
貿

易
摩
擦
が
さ
ら
に
激
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
７
月
の
全

体
の
輸
出
は
12
・
２
％
増
の

２
１
５
６
億
ド
ル
、
輸
入
は

27
・
３
％
増
の
１
８
７
５
億

ド
ル
だ
っ
た
。
貿
易
収
支
は

差
し
引
き
２
８
１
億
ド
ル
の

黒
字
だ
っ
た
。

を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
適
切
」

な
ど
、
０
・
２
％
程
度
ま
で

の
金
利
上
昇
を
容
認
す
べ
き

だ
と
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

委
員
の
一
人
は「
０
・
25
％

程
度
の
動
き
を
許
容
す
る
の

が
適
切
」
と
の
見
解
を
示
し

た
。

　
枠
組
み
の
変
更
を
め
ぐ
っ

て
、
あ
る
委
員
は「
政
策
の
持

続
性
と
柔
軟
性
を
高
め
、
金

融
緩
和
の
長
期
化
に
備
え
る

も
の
だ
」と
指
摘
。
低
金
利
環

境
が
長
引
い
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、「
効
果
と
副
作
用
の

双
方
を
複
眼
的
に
捉
え
、
柔

軟
な
対
応
を
図
る
の
が
重
要
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
一
方
、
一
部
の
委
員
は「
長

期
金
利
の
上
昇
を
許
容
す
れ

ば
、
物
価
の
伸
び
悩
み
を
助

長
し
か
ね
な
い
」と
発
言
。
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秋
篠
宮
ご
夫
妻
、「
納
采
の
儀
」
に
難
色

婚
約
内
定
の
眞
子
さ
ま
と
小
室
さ
ん

す
い
臓
が
ん
、
67
歳

沖
縄
、
辺
野
古
移
設
に
反
対

俳
優
の
津
川
雅
彦
さ
ん
死
去

「
マ
ル
サ
の
女
」
な
ど
出
演
、
78
歳

房
総
半
島
上
陸
か
沿
岸
北
上
へ

強
い
台
風
13
号

大
雨
暴
風
警
戒

翁長雄志知事が死去
小
室
圭
さ
ん
、
米
国
へ
出
発

北海道のヒグマ４頭、英へ
「救出作戦」経て動物公園に

　
婚
約
内
定
中
の
秋
篠
宮
家

の
長
女
眞
子
さ
ま（
26
）と
大

学
時
代
の
同
級
生
小
室
圭
さ

ん（
26
）に
つ
い
て
、
秋
篠
宮

ご
夫
妻
が
正
式
な
婚
約
に
当

た
る「
納
采
の
儀
」の
実
施
に

難
色
を
示
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
８
日
、
関
係
者
の
話
で
分

北海道から英国に移送されたエゾヒグマ４
頭のうちの１頭＝ヨークシャー野生動物公
園提供

　【ロンドン時事】北海道に生息する絶滅
危惧種のエゾヒグマ４頭が、約8600キロ
離れた英ロンドンに空輸され、中部のヨー
クシャー野生動物公園で新たな生活を始め

眞
子
さ
ま
と
小
室
さ
ん

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
す
る

た
め
、
出
発
す
る
小
室
圭
さ
ん

（
中
央
）＝
７
日
午
後
、
成
田
空

港

か
っ
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
秋
篠
宮

ご
夫
妻
は
昨
年
末
以
降
、
小
室

さ
ん
の
母
親
の
金
銭
問
題
を
め

ぐ
る
週
刊
誌
報
道
が
続
い
て
い

る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
宮
邸

で
小
室
さ
ん
と
面
会
し
た
際
な

ど
に
、
現
在
の
ま
ま
で
は
納
采

　
沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事

が
死
去
し
た
。
関
係
者
が
８

日
、明
ら
か
に
し
た
。
67
歳
。

４
月
に
膵
臓（
す
い
ぞ
う
）が

ん
の
切
除
手
術
を
受
け
た
が
、

治
療
し
な
が
ら
公
務
を
続
け

て
い
た
。

　

那
覇
市
出
身
。
沖
縄
県

議
や
那
覇
市
長
を
歴
任
し
、

２
０
１
４
年
の
県
知
事
選
で

　
秋
篠
宮
家
の
長
女
眞
子
さ

ま（
26
）と
の
結
婚
が
延
期
に

な
っ
て
い
る
小
室
圭

さ
ん（
26
）が
７
日
、

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

フ
ォ
ー
ダ
ム
大
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
に
留
学
す
る
た

め
、
米
民
間
機
で
成
田

空
港
か
ら
出
発
し
た
。

　
小
室
さ
ん
は
、
ダ
ー

ク
ス
ー
ツ
に
青
の
ス
ト

の
儀
を
行
え
な
い
と
の
考
え
を

伝
え
た
と
み
ら
れ
る
。
宮
内
庁

は「
事
実
関
係
は
承
知
し
て
い

な
い
」（
西
村
泰
彦
次
長
）と
し

て
い
る
。　

　
二
人
は
昨
年
９
月
に
婚
約

が
内
定
し
、
そ
ろ
っ
て
記
者

会
見
。
今
年
３
月
、
納
采
の

儀
を
行
い
、
11
月
に
結
婚
式

を
挙
げ
る
予
定
だ
っ
た
。
し

か
し
、「
十
分
な
準
備
を
行

う
時
間
的
余
裕
が
な
い
」
こ

と
を
理
由
に
２
月
、
結
婚
関

係
儀
式
を
２
０
２
０
年
に
延

期
し
た
。

　

小
室
さ
ん
は
７
日
、
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ
ー
ダ

ム
大
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学

す
る
た
め
成
田
空
港
か
ら
出

発
し
た
。
３
年
間
留
学
す
る

予
定
。

ラ
イ
プ
の
ネ
ク
タ
イ
姿
で
、
黒

の
ビ
ジ
ネ
ス
か
ば
ん
を
左
手
に

持
っ
て
搭
乗
口
に
現
れ
た
。
報

道
陣
や
乗
客
が
見
守
る
中
、
千

葉
県
警
の
警
護
官
に
先
導
さ

れ
、
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
。

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」と
の
報
道
陣
の

声
掛
け
に
、
会
釈
し
て
飛
行
機

に
乗
り
込
ん
だ
。
期
間
は
３

年
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

米
軍
普
天
間
飛
行
場（
宜
野

湾
市
）の
名
護
市
辺
野
古
へ
の

移
設
反
対
を
訴
え
、初
当
選
。

７
月
に
は
前
知
事
に
よ
る
辺

野
古
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回

す
る
意
向
を
表
明
し
、
撤
回

手
続
き
に
入
っ
て
い
た
。　

沖
縄
県
の
謝
花
喜
一
郎
副
知

事
は
８
日
夕
、
県
庁
で
記
者

会
見
し
、
翁
長
氏
が
意
識
混

濁
の
状
況
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
知
事
の
職
務
代
理
を

置
き
、12
日
ま
で
は
謝
花
氏
、

13
日
以
降
は
富
川
盛
武
副
知

事
が
務
め
る
と
発
表
。
11
月

に
予
定
さ
れ
る
知
事
選
へ
の

　
「
ひ
と
ひ
ら
の
雪
」「
マ
ル
サ

の
女
」
な
ど
の
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
で
名
脇
役
と
し
て

活
躍
し
た
俳
優
の
津
川
雅
彦

（
つ
が
わ
・
ま
さ
ひ
こ
、
本
名

加
藤
雅
彦
＝
か
と
う
・
ま
さ

ひ
こ
）さ
ん
が
４
日
、
心
不

全
の
た
め
死
去
し
た
。
78
歳

だ
っ
た
。
京
都
市
出
身
。
妻

は
４
月
に
死
去
し
た
女
優
の

朝
丘
雪
路
さ
ん
。
２
０
１
１

再
選
出
馬
は
困
難
と
の
見
方

が
強
ま
っ
て
い
た
。　
翁
長

氏
は
７
日
か
ら
徐
々
に
意
思

決
定
に
支
障
を
来
し
た
と
い

う
。
謝
花
氏
は
会
見
で
、
医

師
は
、
肝
臓
や
腎
臓
の
機
能

に
障
害
が
起
き
、「
厳
し
い

状
況
」
と
話
し
て
い
る
と
説

明
。
翁
長
氏
か
ら
、
肝
臓
に

が
ん
の
転
移
が
見
つ
か
っ
た

と
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
明
ら

か
に
し
て
い
た
。

年
に
死
去
し
た
俳
優
の
長
門

裕
之
さ
ん
は
兄
。

　
戦
前
の
ス
タ
ー
、
沢
村
国

太
郎
さ
ん
を
父
に
持
つ
な
ど

芸
能
一
家
に
生
ま
れ
、
子
役

を
経
て
１
９
５
６
年
に
16
歳

で
出
演
し
た
石
原
裕
次
郎
さ

ん
主
演
の「
狂
っ
た
果
実
」

で
デ
ビ
ュ
ー
。
日
活
の
看
板

俳
優
と
し
て
数
々
の
映
画
に

出
演
し
た
。
そ
の
後
は
大
島

渚
監
督
の「
日
本
の
夜
と
霧
」

な
ど
松
竹
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ

作
品
に
起
用
さ
れ
た
。
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
に
も
進
出
し
、
現

代
劇
か
ら
時
代
劇
ま
で
幅
広

い
役
柄
を
演
じ
た
。
80
年
代

以
降
は「
お
葬
式
」「
マ
ル
サ

の
女
」
な
ど
伊
丹
十
三
監
督

作
品
の
常
連
と
し
て
癖
と
色

気
の
あ
る
中
年
男
性
を
演
じ

新
境
地
を
開
拓
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ「
独
眼
竜
政
宗
」

な
ど
で
の
徳
川
家
康
役
も
好

評
を
博
し
た
。
近
年
も
ド
ラ

マ「
相
棒
」
シ
リ
ー
ズ
、
映

画「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」「
後

妻
業
の
女
」
な
ど
数
多
く
の

作
品
で
存
在
感
を
示
し
、
出

演
作
は
引
き
も
切
ら
な
か
っ

た
。

　
強
い
台
風
13
号
は
８
日
午

前
、
伊
豆
諸
島
・
八
丈
島
の

東
海
上
を
北
上
し
た
。
夜
遅

く
か
ら
９
日
朝
に
房
総
半
島

付
近
に
上
陸
す
る
か
、
沿
岸

付
近
を
９
日
午
後
に
か
け
て

東
北
へ
北
上
す
る
見
込
み
。

気
象
庁
は
関
東
甲
信
と
東
北

で
は
台
風
周
辺
の
雨
雲
が
８

日
昼
ご
ろ
か
ら
か
か
り
始
め
、

非
常
に
激
し
い
雨
が
降
る
と

し
て
、
大
雨
や
暴
風
、
高
波

に
厳
重
に
警
戒
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
た
。

　

13
号
は
10
日
未
明
ま
で
に

三
陸
沖
を
北
東
へ
遠
ざ
か
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
動
き
が
遅

く
、
雨
が
長
く
降
る
た
め
、
土

砂
災
害
や
河
川
の
増
水・氾
濫
、

低
地
の
浸
水
が
起
き
る
恐
れ
が

あ
る
。
首
都
圏
は
交
通
の
乱
れ

に
も
注
意
が
必
要
。

　

13
号
は
８
日
正
午
、
千

葉
県
勝
浦
市
の
南
南
東
約

２
２
０
キ
ロ
の
海
上
を
時
速

15
キ
ロ
で
北
北
西
へ
進
ん

だ
。
中
心
気
圧
は
９
７
０
ヘ

ク
ト
パ
ス
カ
ル
、
最
大
風
速

は
35
メ
ー
ト
ル
、
最
大
瞬
間

風
速
は
50
メ
ー
ト
ル
。
半
径

70
キ
ロ
以
内
が
風
速
25
メ
ー

ト
ル
以
上
の
暴
風
域
。

た。英メディアが６日報じた。長年「とら
われの身」（デーリー・メール紙）となって
きた高齢の４頭は、同公園の専門家の監督・
保護の下で余生を過ごす。
　４頭はリク、カイ、ハナコ、アムの雄雌で、
年齢は17 ～27歳。北海道白老町のアイヌ
民族博物館（３月閉館）で展示のため狭いお
りに入れられていたのを動物愛護団体のメ
ンバーが見つけ、英国への引き渡しを交渉
した。約１年半の「救出作戦」を経て３日、
ヒースロー空港に到着、６日までに野生動
物公園に移動した。数日間小屋の中で過ご
した後、広い屋外の保護区に放されるとい
う。
　同公園のジョン・ミニオン代表は「博物館
はクマたちの世話をする経験や資金がなく、
世界中の動物保護団体が解決のため協力し
合った。私たちには技術も空間もあり、彼
らを歓迎できるのは素晴らしい」と述べた。

おわび　
８日付６面「北海道のヒグマ４頭、英へ」
は本文が別の記事でした。おわびして訂正
し、本日、記事を再掲します。

山
根
会
長
が
辞
任
表
明　

　

  

選
手
に
謝
罪
「
申
し
訳
な
い
」

　
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の

山
根
明
会
長（
78
）が
８
日
、

大
阪
市
内
で
記
者
会
見
を
開

き
、
辞
任
を
表
明
し
た
。

　
同
氏
は「
選
手
の
皆
さ
ま

に
は
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に

関
し
て
、
法
人
の
会
長
と
し

て
申
し
訳
な
い
」
と
謝
罪
し

た
が
、
辞
任
の
理
由
は
明
確

に
は
せ
ず
、
記
者
か
ら
の
質

疑
応
答
を
受
け
付
け
ず
に
会

見
場
か
ら
退
席
し
た
。
連

辞
任
を
表
明
し
、
頭
を
下
げ
る
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
山
根
明
会

長
（
手
前
）＝
８
日
午
後
、
大
阪
市
北
区

力
投
す
る
金
足
農
先
発
の
吉
田
＝
８
日
、
甲
子
園

８
回
表
花
咲
徳
栄
２
死
一
、二

塁
、
井
上
が
逆
転
２
点
二
塁
打

を
放
つ
。
左
は
鳴
門
先
発
の
西

野
＝
８
日
、
甲
子
園

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦
で
敗

れ
た
錦
織
圭
＝
７
日
、
カ
ナ
ダ
・

ト
ロ
ン
ト
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）

楽
天
に
勝
利
し
、
喜
ぶ
日
本
ハ

ム
ナ
イ
ン
＝
８
日
、
札
幌
ド
ー

ム

報
道
陣
の
質
問
を
受
け
ず
、
記

者
会
見
場
を
後
に
す
る
日
本
ボ

ク
シ
ン
グ
連
盟
の
山
根
明
会
長

＝
８
日
午
後
、
大
阪
市
北
区

金
足
農
、23
年
ぶ
り
初
戦
突
破      

  　 

花
咲
徳
栄
、
大
垣
日
大
な
ど
２
回
戦
へ

山
根
会
長
、晴
れ
ぬ
疑
惑        

　  

会
見
わ
ず
か
５
分
、逃
げ
た
説
明

走
者
背
負
っ
て
う
な
る
速
球        

　     

金
橋
農
・
吉
田
、
14
奪
三
振

全
国
高
校
野
球
第
４
日

日本ボクシング連盟

再
興
す
る
会
が
公
表
し
た
会
話

花
咲
徳
栄
、
終
盤
に
集
中
打

錦
織
と
大
坂
、
１
回
戦
敗
退

        
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
杯
テ
ニ
ス

大
谷
、
12
号
逆
転
３
ラ
ン

                       

内
野
安
打
に
盗
塁
も

                                

米
大
リ
ー
グ

異
彩
放
つ
長
打
力
、左
翼
に
一
発

セ･

リ
ー
グ

セ・リーグチーム成績表（８日現在）
 試 勝 敗 引 勝 
 合 数 数 分 率 差 残
(1) 広島 95 57 37 1 .606  48
(2) 巨人 102 50 51 1 .495 10.5 41
(3) ヤクル 94 44 49 1 .473 2.0 49
(4) 阪神 91 42 48 1 .467 0.5 52
(5)DeN 96 43 51 2 .457 1.0 47
(6) 中日 100 44 55 1 .444 1.5 43

パ・リーグチーム成績表（８日現在）
 試 勝 敗 引 勝 
 合 数 数 分 率 差 残
(1) 西武 96 58 37 1 .611 47
(2) 日ハム 97 54 41 2 .568 4.0 46
(3) ソフト 94 46 47 1 .495 7.0 49
(4) ロッテ 95 45 47 3 .489 0.5 48
(5) オリッ 100 44 52 4 .458 3.0 43
(6) 楽天 98 42 54 2 .438 2.0 45

セ・リーグ個人打撃成績（8日現在）
 打率 試合 打数 安打 本塁 打点
 1平田（中） .328 96 326 107 5 36
1坂本勇（巨） .328 82 326 107 13 56
3鈴木（広） .327 78 254 83 18 61
4ビシエ（中） .325 93 348 113 15 67
5丸（広） .318 77 255 81 24 56
6宮崎（D） .317 96 369 117 18 51
7山田哲（ヤ） .3132 92 348 109 26 59
8坂口（ヤ） .3126 91 323 101 2 21
8青木（ヤ） .3126 86 323 101 6 42
10松山（広） .3043 83 276 84 9 51
11アルモ（中） .3039 92 352 107 11 51
12岡本（巨） .302 102 387 117 20 63
13糸井（神） .301 80 282 85 12 50
14筒香（D） .297 93 333 99 22 59
15マギー（巨） .294 91 337 99 13 57
16亀井（巨） .292 88 308 90 11 40
17糸原（神） .287 91 331 95 1 23
18福留（神） .283 83 283 80 9 48
19長野（巨） .2724 90 301 82 10 40
20バレン（ヤ） .2721 93 338 92 26 87
21大島（中） .271 98 413 112 5 33
22田中（広） .265 95 378 100 8 41
23福田（中） .264 91 307 81 8 44
24西浦（ヤ） .254 89 299 76 7 39
25吉川尚（巨） .253 92 316 80 4 29
26菊池（広） .247 95 385 95 11 42
27京田（中） .234 100 406 95 3 31
28中村（ヤ） .202 87 253 51 4 21

 パ・リーグ個人打撃成績（8日現在）
 打率 試合 打数 安打 本塁 打点
 1柳田（ソ） .345 88 333 115 24 68
2近藤（日） .341 83 293 100 9 53
3秋山（西） .329 96 398 131 15 53
4浅村（西） .312 96 391 122 22 82
5吉田正（オ） .305 100 357 109 17 62
6森（西） .299 89 308 92 12 60
7井上（ロ） .298 85 295 88 19 71
8中村晃（ソ） .297 87 327 97 9 34
9中村（ロ） .293 95 369 108 4 42
10荻野（ロ） .287 78 317 91 2 25
11外崎（西） .282 96 358 101 14 58
12山川（西） .278 96 360 100 28 83
13源田（西） .277 96 401 111 1 39
14今江（楽） .274 89 314 86 8 40
15大田（日） .2724 75 279 76 13 47
16中田（日） .2715 96 372 101 19 81
17銀次（楽） .270 94 322 87 3 35
18上林（ソ） .266 94 368 98 16 46
19鈴木（ロ） .255 95 322 82 2 25
20西川（日） .252 95 365 92 9 39
21大城（オ） .251 88 275 69 4 21
22田村（ロ） .247 95 292 72 2 25
23レアー（日） .2463 91 341 84 23 54
24茂木（楽） .2455 93 338 83 5 20
25藤岡（ロ） .245 95 368 90 5 33
26松田宣（ソ） .2382 94 340 81 20 48
27ロメロ（オ） .2380 88 336 80 18 45
28ペゲー（楽） .237 80 287 68 16 43
29デスパ（ソ） .227 93 326 74 23 56
30安達（オ） .208 97 318 66 3 28

全国高校野球（８日）

プロ野球試合結果（８日）

＜１回戦＞
（宮崎）日南学園　｜００１００００１０｜２
丸亀城西　　　　｜０００００００００｜０
（香川）

（鹿児島）
鹿児島実　｜０００００００１０｜１
金足農　　｜００３００００２×｜５
（秋田）

（熊本）
東海大熊本星翔　｜２０１００００００｜３
大垣日大　　　　｜０１０４０１３０×｜９
（岐阜）

（北埼玉）
花咲徳栄　｜０１０１０００３｜５
鳴門　　　｜２２００００００｜４
（徳島）

<セ・リーグ>
　
阪神　　¦ ０００００００００１¦　1
巨人　　¦ ３０００００００　× ¦　３
▽勝吉川光15試合5勝3敗
▽ Sアダメス9試合2S
▽敗才木10試合3勝5敗
▽本塁打阿部6号 (3)（才木）

中日　　¦ ０００３００２００ ¦　5
広島　　¦ ００１２０２１１× ¦　7
▽勝一岡36試合2勝5敗1S
▽ S中崎45試合1勝26S
▽敗ロドリゲス5試合2敗

<パ・リーグ>
　
楽天　　　¦ ００００１００００ ¦　1
日本ハム　¦ ２０００００００× ¦　2
▽勝村田11試合4勝2敗
▽ S浦野19試合2勝1敗3S
▽敗古川11試合4勝4敗
▽本塁打西川9号 (1)（古川）

<パ・リーグ>
　
西武　　　　¦ ４００００１０２０¦　7
オリックス　¦ ２００２０００２０¦　6
▽勝高橋光1試合1勝
▽ Sヒース21試合3勝3S
▽敗金子17試合4勝7敗
▽本塁打　中村16号 (2)（岩本）

データ協力　NPB-BIS

吉
川
光
が
５
勝
目

　
　   

　  

巨
人
―
阪
神

　
巨
人
は
一
回
２
死
二
、三

塁
で
阿
部
が
放
っ
た
３
ラ
ン

が
決
勝
点
と
な
っ
た
。
吉
川

光
が
６
回
を
３
安
打
無
失
点

に
抑
え
て
５
勝
目
。
宮
国
、

沢
村
、
ア
ダ
メ
ス
と
つ
な
い

で
逃
げ
切
っ
た
。
阪
神
は
３

連
勝
で
ス
ト
ッ
プ
。
才
木
は

二
回
以
降
立
ち
直
っ
た
が
、

打
線
の
反
撃
が
遅
か
っ
た
。

会
沢
が
決
勝
打

　
　
　
　
広
島
―
中
日

　

広
島
が
競
り
勝
っ
た
。

七
回
に
２
点
差
を
追
い

付
か
れ
た
が
、
そ
の
裏
に

２
死
二
塁
か
ら
会
沢
が

右
前
打
を
放
ち
勝
ち
越

し
。
八
回
に
は
丸
の
右

翼
線
二
塁
打
で
突
き
放
し

た
。
４
番
手
の
一
岡
が

２
勝
目
、
九
回
は
中
崎

が
締
め
た
。
中
日
は
投
手

陣
が
要
所
で
踏
ん
張
れ
な

か
っ
た
。

        

日
本
ハ
ム
が
逃
げ
切
る

　   

日
本
ハ
ム
―
楽
天

　
西
武
が
大
勝
し
た
。
１
点

を
追
う
二
回
、
外
崎
の
２
ラ

ン
、
中
村
の
ソ
ロ
、
源
田
の

２
点
二
塁
打
な
ど
打
者
12

人
の
猛
攻
で
７
点
を
挙
げ
、

序
盤
で
大
勢
を
決
め
た
。
今

井
は
直
球
、
変
化
球
と
も
切

れ
が
あ
り
、
７
回
２
失
点

で
２
勝
目
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

は
石
川
が
打
ち
込
ま
れ
た
。

パ･

リ
ー
グ

西
武
が
３
連
勝

　
　
　
オ
リ
ッ
ク
ス
―
西
武

　
西
武
が
３
連
勝
。
一
回
に

山
川
の
２
点
適
時
打
な
ど

で
４
点
を
先
制
。
四
回
に
追

い
付
か
れ
た
が
、
六
回
に
メ

ヒ
ア
の
犠
飛
で
勝
ち
越
し
、

八
回
に
中
村
の
２
ラ
ン
で

加
点
し
た
。

　
高
橋
光
が
６
回
４
失
点

で
今
季
初
勝
利
。
オ
リ
ッ

ク
ス
は
八
回
に
１
点
差
に

迫
っ
た
が
、
及
ば
な
か
っ

た
。

盟
内
か
ら
助
成
金
流
用
や
強

権
的
な
組
織
運
営
な
ど
を
告

発
さ
れ
、
自
ら
暴
力
団
関
係

者
と
交
友
が
あ
る
こ
と
を
認

め
る
な
ど
し
て
混
乱
を
招
い

た
。

　
日
本
連
盟
は
７
日
、
大
阪

市
内
で
臨
時
理
事
会
を
開
い

た
が
、
山
根
会
長
の
進
退
に

つ
い
て
は「
会
長
一
任
」
の

結
論
に
至
っ
た
。
会
長
は

理
事
会
後
に
、「
あ
す
、
男

と
し
て
の
け
じ
め
の
話
を
す

る
。
自
分
の
人
生
を
懸
け
て

物
を
言
う
」
な
ど
と
語
り
、

８
日
に
進
退
を
明
ら
か
に
す

る
考
え
を
示
し
て
い
た
。　

　
注
目
の
進
退
表
明
は
、
予

定
よ
り
約
30
分
遅
れ
て
始

ま
っ
た
。
黒
っ
ぽ
い
ス
ー
ツ

姿
に
紫
の
色
眼
鏡
を
し
て
現

れ
た
山
根
会
長
は
入
室
す
る

と
深
々
と
一
礼
。「
私
は
本
日

を
も
っ
て
辞
任
致
し
ま
す
」。

絶
対
的
な
権
力
を
持
っ
た

「
終
身
会
長
」
の
第
一
声
は

弱
々
し
か
っ
た
。

　

冒
頭
、
同
席
し
た
弁
護

士
か
ら「
声
明
を
読
み
上
げ

る
場
と
さ
せ
て
も
ら
う
」。 　

一
連
の
問
題
は
、
連
盟
の

幹
部
ら
３
３
３
人
に
よ
る

「
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
を
再
興

す
る
会
」
が
７
月
、
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
）な
ど
に
告
発
状
を
提
出

し
て
発
覚
。
当
初
、
山
根
会

長
は
助
成
金
の
流
用
は
認
め

た
が
、
試
合
の
判
定
を
め
ぐ

る
不
正
な
ど
の
疑
惑
に
つ
い

て
は
否
定
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
山
根
会
長
が
反
社

会
的
勢
力
と
の
関
係
を
認
め

た
こ
と
を
受
け
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の

竹
田
恒
和
会
長
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
鈴
木
大
地
長
官
と
も
苦

言
を
呈
す
な
ど
、
退
任
は
避

け
ら
れ
な
い
事
態
に
追
い
込

ま
れ
た
。

１
０
０
人
を
超
す
報
道
陣
の

質
問
は
受
け
付
け
ず
、
わ
ず

か
５
分
ほ
ど
で
会
場
を
後
に

し
た
。
辞
任
の
経
緯
に
つ
い

て
妻
に
相
談
し
た
と
個
人
的

な
話
を
交
え
て「
本
当
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
謝
罪

は
し
た
が
、
明
確
な
理
由
を

語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
公
式
戦
の
審
判
不
正
に
、

過
剰
な
接
待
の
強
要
や
パ
ワ

ハ
ラ
。「
再
興
す
る
会
」
か
ら

告
発
さ
れ
た
数
々
の
疑
惑
に

つ
い
て
も
、「
一
切
な
い
」

と
述
べ
た
だ
け
で
、
ま
と
も

な
説
明
す
ら
し
て
い
な
い
。

強
権
的
に
組
織
を
支
配
し
、

徐
々
に
感
覚
が
ま
ひ
し
て

い
っ
た
の
か
。
山
根
会
長
が

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
強
気
に

語
る
姿
は
、
そ
う
映
っ
た
。

　
渦
中
の
ト
ッ
プ
が
説
明
責

任
を
果
た
さ
ぬ
ま
ま
、
幕
引

き
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
何
よ
り
一
番
の
被
害
者

は
、
真
剣
に
競
技
へ
取
り
組

む
選
手
た
ち
だ
。「
選
手
の

皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
法
人
の
会
長
と
し
て
申

し
訳
な
い
」。
疑
義
に
関
す

る
全
て
を
語
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
思
い
は
伝
わ
ら
な
い
。

　
「
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
を
再
興

す
る
会
」が
公
開
し
た
音
声
に

収
め
ら
れ
た
会
話
は
次
の
通

り
。

　
▽
審
判
不
正　

山
根
会
長

音
声

　
２
０
１
６
年
２
月
５
日
16

時
55
分

　
山
根　
俺
は
あ
れ
や
で
、

審
判
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時

に
な
？
最
近
は
言
わ
な
い
け

ど
、
奈
良
の
選
手
を
勝
た
せ

と
か
言
わ
な
い
。
接
戦
を
し

た
場
合
は
誰
に
や
る
の
？
っ

て
言
う
わ
け
、
人
間
関
係
や

ろ
？

　
俺
は
は
っ
き
り
ミ
ー
テ
ィ

　
花
咲
徳
栄
が
終
盤
に
集
中

力
を
見
せ
た
。
八
回
２
死
一

塁
か
ら
３
連
打
で
３
点
を

奪
っ
て
逆
転
。
九
回
は
無
死

満
塁
か
ら
野
村
の
二
塁
打
な

ど
で
３
点
を
加
え
て
突
き
放

し
た
。
鳴
門
は
積
極
的
な
走

塁
を
絡
め
て
序
盤
に
４
点
を

奪
っ
た
が
、
中
盤
以
降
の
好

機
で
つ
な
が
り
を
欠
い
た
。

ン
グ
で
言
っ
て
や
っ
て
る
よ
。

最
近
は
言
わ
な
い
け
ど
。
人

間
関
係
。
だ
け
ど
そ
の
、
接

戦
し
と
ん
の
に
奈
良
の
選
手

と
な
？
他
の
県
と
接
戦
し
と

る
の
に
左
や
っ
て
み
い
、「
お

前
ら
俺
に
逆
ら
っ
と
る
ん

か
？
」て
こ
と
に
な
っ
て
く
る

の
よ
。

　
真
実
を
俺
言
っ
て
や
っ
て

ん
や
で
？
違
う
か
？

　
俺
が
法
人
の
会
長
に
な
っ

て
や
な
、
は
っ
き
り
犠
牲
は

も
う
一
杯
あ
る
。
改
革
も
一

杯
し
と
ん
ね
ん
。

　
接
戦
し
た
場
合
、
や
っ
ぱ

り
奈
良
や
な
。

　
そ
れ
反
対
に
つ
け
た
場
合

は
、「
お
前
な
め
て
る
ん
か
？
」

て
な
っ
て
く
る
わ
け
。

　
▽
審
判
不
正　

内
海
理
事

音
声

　
２
０
１
６
年
４
月
30
日
15

時
59
分

　
内
海　
そ
れ
で
ね
、
会
長

が
今
回
ね
女
子
の
合
宿
を

く
っ
つ
け
ろ
と
言
っ
た
の
。

女
子
の
合
宿
に
し
た
の
は
私

な
ん
だ
け
ど
さ
、合
宿
に
く
っ

つ
け
て
審
判
員
を
呼
ん
で
る

の
だ
よ
、
Ａ
級
を
。

　
女
性　
ん
、ん
、ん
。
だ
っ

て
大
阪
、
Ａ
級
お
ら
へ
ん
も

ん
。

　
内
海　
そ
う
、
Ａ
級
の
審

判
を
や
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
。

そ
れ
は
近
大
に
勝
た
せ
た
く

な
い
わ
け
さ
。

　
女
性　
ん
、
ん
、
ん
。
近

大
が
間
違
っ
て
勝
っ
た
り
し

た
ら
、
も
う
、
え
ら
い
こ
と

に
な
る
わ
。

　
内
海　
そ
う
や
。
っ
で
、

澤
谷
さ
ん
、
私
調
子
が
い
い
か

ら
さ
、
澤
谷
さ
ん
リ
ー
グ
戦
、

楽
し
み
で
す
ね
。
っ
て
言
っ

た
の
。
あ
の
〜
、
近
大
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
い
っ
ぱ
い
い
る
か

ら
安
心
で
し
ょ
う
。い
や
、や
っ

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
あ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
６
人
い
ま

す
。
す
ご
い
で
す
ね
。
っ
て
。

　
女
性　
う
ん
、う
ん
、う
ん
。

ど
う
な
ん
や
ろ
。

　
内
海　
ど
う
だ
ろ
う
ね
。

で
も
や
っ
ぱ
り
あ
れ
じ
ゃ
な

い
。
芦
屋
じ
ゃ
な
い
の
。
そ

の
た
め
に
会
長
が
審
判
を
集

め
て
ん
だ
か
ら
。
お
前
た
ち

な
ん
で
集
め
ら
れ
た
か
知
っ

て
る
ん
か
。
言
っ
と
か
な
い

と
ダ
メ
だ
よ
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
と
正
し
く
や
っ
ち
ゃ
う
と

い
け
な
い
。（
再
興
す
る
会
の

文
書
の
原
文
の
ま
ま
）。

　
【
ト
ロ
ン
ト
時
事
】テ
ニ
ス

の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・
カ
ッ
プ
は

７
日
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト

で
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

が
行
わ
れ
、
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
22
位
の
錦
織
圭（
日
清
食

品
）は
世
界
39
位
の
ロ
ビ
ン
・

ハ
ー
セ（
オ
ラ
ン
ダ
）に
５
―

７
、
１
―
６
で
敗
れ
た
。

　
第
１
０
０
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
第
４
日
は
８

日
、
甲
子
園
球
場
で
１
回
戦

が
行
わ
れ
、
金
足
農（
秋
田
）

が
23
年
ぶ
り
に
初
戦
を
突
破

し
た
ほ
か
、
昨
年
優
勝
の
花

咲
徳
栄（
北
埼
玉
）、
大
垣
日

大（
岐
阜
）、
日
南
学
園（
宮

崎
）が
２
回
戦
に
勝
ち
進
ん

だ
。

　
金
足
農
は
吉
田
が
鹿
児
島

実（
鹿
児
島
）か
ら
14
三
振

を
奪
っ
て
５
―
１
で
快
勝
し

た
。
花
咲
徳
栄
は
八
回
に
逆

転
し
、
鳴
門（
徳
島
）を
８
―

５
で
退
け
た
。
大
垣
日
大
は

計
３
本
塁
打
が
出
て
、
東
海

大
熊
本
星
翔（
熊
本
）を
９
―

　
秋
田
大
会
で
球
速
１
５
０

キ
ロ
を
出
し
、
一
躍
大
会
の

注
目
右
腕
に
。
金
足
農
の
吉

田
が
、
潜
在
能
力
を
大
舞
台

３
で
破
っ
た
。
日
南
学
園
は

辰
己
が
丸
亀
城
西（
香
川
）を

４
安
打
完
封
し
、
２
―
０
で

競
り
勝
っ
た
。

で
形
に
し
た
。

　
毎
回
走
者
を
背
負
い
、
ピ

ン
チ
の
連
続
。
そ
の
た
び
に

ギ
ア
を
一
段
上
げ
る
か
の
よ

う
に
真
っ
す
ぐ
で
押
し
た
。

３
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た
五
回

１
死
二
塁
で
は
、
１
番
山
下

馨
を
こ
ん
身
の
１
４
８
キ
ロ

で
見
逃
し
三
振
に
。
次
打
者

も
直
球
で
投
ゴ
ロ
に
仕
留
め

た
。

　
六
回
の
２
死
二
、三
塁
で

も
頼
り
の
速
球
が
う
な
る
。

代
打
山
下
達
を
空
振
り
三
振

に
。
相
手
が
分
か
っ
て
い
て

も
バ
ッ
ト
を
か
す
ら
せ
な
い
。

鹿
児
島
実
の
宮
下
監
督
は「
球

に
ス
ピ
ン
が
利
い
て
い
て
、

打
た
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」

と
脱
帽
し
た
。
伸
び
の
あ
る

球
は
、鍛
錬
の
た
ま
も
の
だ
。

秋
田
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
冬
場
、

深
い
雪
で
覆
わ
れ
る
。
ハ
ン

デ
ィ
の
あ
る
練
習
環
境
で
、

黙
々
と
走
り
込
み
を
こ
な
し
、

時
に
は
チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
か

つ
い
だ
歩
行
で
足
腰
を
鍛
え

抜
い
た
。

　
錦
織
は
第
１
セ
ッ
ト
開
始

か
ら
３
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た

が
、
第
５
、
第
11
ゲ
ー
ム
を

ブ
レ
ー
ク
さ
れ
て
落
と
し
た
。

第
２
セ
ッ
ト
も
先
に
サ
ー
ビ

ス
を
破
ら
れ
て
ス
ト
レ
ー
ト

負
け
し
た
。

　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回

戦
で
は
、
第
16
シ
ー
ド
の
大

坂
な
お
み（
日
清
食
品
）が
世

界
27
位
の
カ
ル
ラ
・
ス
ア
レ

ス
ナ
バ
ロ（
ス
ペ
イ
ン
）に
６

―
７
、
２
―
６
で
敗
れ
た
。

　

　
【
ア
ナ
ハ
イ
ム
時
事
】米
大

リ
ー
グ
は
７
日
、
各
地
で
行

わ
れ
、
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷

は
本
拠
地
で
の
タ
イ
ガ
ー
ス

戦
に
３
番
指
名
打
者
で
出
場

し
、
一
回
の
第
１
打
席
で
左

翼
席
に
12
号
と
な
る
逆
転
３

　
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
が
ま

た
も
左
方
向
へ
鮮
や
か
な
一

発
を
運
ん
だ
。
２
点
を
失
っ

た
直
後
の
一
回
。
無
死
一
、二

塁
で
２
ボ
ー
ル
か
ら
真
ん
中

に
入
っ
た
約
１
５
３
キ
ロ
の

速
球
を
力
み
の
な
い
ス
イ
ン

グ
で
は
じ
き
返
し
逆
転
の
12

号
３
ラ
ン
と
な
っ
た
。
左
翼

へ
の
本
塁
打
は
３
日
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
ス
戦
で
放
っ
た
10

号
が
初
め
て
だ
っ
た
。

ラ
ン
を
放
っ
た
。

　
二
回
の
第
２
打
席
は
遊
撃

内
野
安
打
で
出
塁
し
、
二
盗

に
成
功
し
た
。
第
３
打
席
は

三
振
、
第
４
打
席
は
四
球
。

エ
ン
ゼ
ル
ス
は
六
回
ま
で
10

―
５
で
リ
ー
ド
し
た
。
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山
根
会
長
が
辞
任
表
明　

　

  
選
手
に
謝
罪
「
申
し
訳
な
い
」

　
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の

山
根
明
会
長（
78
）が
８
日
、

大
阪
市
内
で
記
者
会
見
を
開

き
、
辞
任
を
表
明
し
た
。

　
同
氏
は「
選
手
の
皆
さ
ま

に
は
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に

関
し
て
、
法
人
の
会
長
と
し

て
申
し
訳
な
い
」
と
謝
罪
し

た
が
、
辞
任
の
理
由
は
明
確

に
は
せ
ず
、
記
者
か
ら
の
質

疑
応
答
を
受
け
付
け
ず
に
会

見
場
か
ら
退
席
し
た
。
連

辞
任
を
表
明
し
、
頭
を
下
げ
る
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
山
根
明
会

長
（
手
前
）＝
８
日
午
後
、
大
阪
市
北
区

力
投
す
る
金
足
農
先
発
の
吉
田
＝
８
日
、
甲
子
園

８
回
表
花
咲
徳
栄
２
死
一
、二

塁
、
井
上
が
逆
転
２
点
二
塁
打

を
放
つ
。
左
は
鳴
門
先
発
の
西

野
＝
８
日
、
甲
子
園

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦
で
敗

れ
た
錦
織
圭
＝
７
日
、
カ
ナ
ダ
・

ト
ロ
ン
ト
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）

楽
天
に
勝
利
し
、
喜
ぶ
日
本
ハ

ム
ナ
イ
ン
＝
８
日
、
札
幌
ド
ー

ム

報
道
陣
の
質
問
を
受
け
ず
、
記

者
会
見
場
を
後
に
す
る
日
本
ボ

ク
シ
ン
グ
連
盟
の
山
根
明
会
長

＝
８
日
午
後
、
大
阪
市
北
区

金
足
農
、23
年
ぶ
り
初
戦
突
破      

  　 

花
咲
徳
栄
、
大
垣
日
大
な
ど
２
回
戦
へ

山
根
会
長
、晴
れ
ぬ
疑
惑        

　  
会
見
わ
ず
か
５
分
、逃
げ
た
説
明

走
者
背
負
っ
て
う
な
る
速
球        

　     

金
橋
農
・
吉
田
、
14
奪
三
振

全
国
高
校
野
球
第
４
日

日本ボクシング連盟

再
興
す
る
会
が
公
表
し
た
会
話

花
咲
徳
栄
、
終
盤
に
集
中
打

錦
織
と
大
坂
、
１
回
戦
敗
退

        

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
杯
テ
ニ
ス

大
谷
、
12
号
逆
転
３
ラ
ン

                       

内
野
安
打
に
盗
塁
も

                                

米
大
リ
ー
グ

異
彩
放
つ
長
打
力
、左
翼
に
一
発

セ･

リ
ー
グ

セ・リーグチーム成績表（８日現在）
 試 勝 敗 引 勝 
 合 数 数 分 率 差 残
(1) 広島 95 57 37 1 .606  48
(2) 巨人 102 50 51 1 .495 10.5 41
(3) ヤクル 94 44 49 1 .473 2.0 49
(4) 阪神 91 42 48 1 .467 0.5 52
(5)DeN 96 43 51 2 .457 1.0 47
(6) 中日 100 44 55 1 .444 1.5 43

パ・リーグチーム成績表（８日現在）
 試 勝 敗 引 勝 
 合 数 数 分 率 差 残
(1) 西武 96 58 37 1 .611 47
(2) 日ハム 97 54 41 2 .568 4.0 46
(3) ソフト 94 46 47 1 .495 7.0 49
(4) ロッテ 95 45 47 3 .489 0.5 48
(5) オリッ 100 44 52 4 .458 3.0 43
(6) 楽天 98 42 54 2 .438 2.0 45

セ・リーグ個人打撃成績（8日現在）
 打率 試合 打数 安打 本塁 打点
 1平田（中） .328 96 326 107 5 36
1坂本勇（巨） .328 82 326 107 13 56
3鈴木（広） .327 78 254 83 18 61
4ビシエ（中） .325 93 348 113 15 67
5丸（広） .318 77 255 81 24 56
6宮崎（D） .317 96 369 117 18 51
7山田哲（ヤ） .3132 92 348 109 26 59
8坂口（ヤ） .3126 91 323 101 2 21
8青木（ヤ） .3126 86 323 101 6 42
10松山（広） .3043 83 276 84 9 51
11アルモ（中） .3039 92 352 107 11 51
12岡本（巨） .302 102 387 117 20 63
13糸井（神） .301 80 282 85 12 50
14筒香（D） .297 93 333 99 22 59
15マギー（巨） .294 91 337 99 13 57
16亀井（巨） .292 88 308 90 11 40
17糸原（神） .287 91 331 95 1 23
18福留（神） .283 83 283 80 9 48
19長野（巨） .2724 90 301 82 10 40
20バレン（ヤ） .2721 93 338 92 26 87
21大島（中） .271 98 413 112 5 33
22田中（広） .265 95 378 100 8 41
23福田（中） .264 91 307 81 8 44
24西浦（ヤ） .254 89 299 76 7 39
25吉川尚（巨） .253 92 316 80 4 29
26菊池（広） .247 95 385 95 11 42
27京田（中） .234 100 406 95 3 31
28中村（ヤ） .202 87 253 51 4 21

 パ・リーグ個人打撃成績（8日現在）
 打率 試合 打数 安打 本塁 打点
 1柳田（ソ） .345 88 333 115 24 68
2近藤（日） .341 83 293 100 9 53
3秋山（西） .329 96 398 131 15 53
4浅村（西） .312 96 391 122 22 82
5吉田正（オ） .305 100 357 109 17 62
6森（西） .299 89 308 92 12 60
7井上（ロ） .298 85 295 88 19 71
8中村晃（ソ） .297 87 327 97 9 34
9中村（ロ） .293 95 369 108 4 42
10荻野（ロ） .287 78 317 91 2 25
11外崎（西） .282 96 358 101 14 58
12山川（西） .278 96 360 100 28 83
13源田（西） .277 96 401 111 1 39
14今江（楽） .274 89 314 86 8 40
15大田（日） .2724 75 279 76 13 47
16中田（日） .2715 96 372 101 19 81
17銀次（楽） .270 94 322 87 3 35
18上林（ソ） .266 94 368 98 16 46
19鈴木（ロ） .255 95 322 82 2 25
20西川（日） .252 95 365 92 9 39
21大城（オ） .251 88 275 69 4 21
22田村（ロ） .247 95 292 72 2 25
23レアー（日） .2463 91 341 84 23 54
24茂木（楽） .2455 93 338 83 5 20
25藤岡（ロ） .245 95 368 90 5 33
26松田宣（ソ） .2382 94 340 81 20 48
27ロメロ（オ） .2380 88 336 80 18 45
28ペゲー（楽） .237 80 287 68 16 43
29デスパ（ソ） .227 93 326 74 23 56
30安達（オ） .208 97 318 66 3 28

全国高校野球（８日）

プロ野球試合結果（８日）

＜１回戦＞
（宮崎）日南学園　｜００１００００１０｜２
丸亀城西　　　　｜０００００００００｜０
（香川）

（鹿児島）
鹿児島実　｜０００００００１０｜１
金足農　　｜００３００００２×｜５
（秋田）

（熊本）
東海大熊本星翔　｜２０１００００００｜３
大垣日大　　　　｜０１０４０１３０×｜９
（岐阜）

（北埼玉）
花咲徳栄　｜０１０１０００３｜５
鳴門　　　｜２２００００００｜４
（徳島）

<セ・リーグ>
　
阪神　　¦ ０００００００００１¦　1
巨人　　¦ ３０００００００　× ¦　３
▽勝吉川光15試合5勝3敗
▽ Sアダメス9試合2S
▽敗才木10試合3勝5敗
▽本塁打阿部6号 (3)（才木）

中日　　¦ ０００３００２００ ¦　5
広島　　¦ ００１２０２１１× ¦　7
▽勝一岡36試合2勝5敗1S
▽ S中崎45試合1勝26S
▽敗ロドリゲス5試合2敗

<パ・リーグ>
　
楽天　　　¦ ００００１００００ ¦　1
日本ハム　¦ ２０００００００× ¦　2
▽勝村田11試合4勝2敗
▽ S浦野19試合2勝1敗3S
▽敗古川11試合4勝4敗
▽本塁打西川9号 (1)（古川）

<パ・リーグ>
　
西武　　　　¦ ４００００１０２０¦　7
オリックス　¦ ２００２０００２０¦　6
▽勝高橋光1試合1勝
▽ Sヒース21試合3勝3S
▽敗金子17試合4勝7敗
▽本塁打　中村16号 (2)（岩本）

データ協力　NPB-BIS

吉
川
光
が
５
勝
目

　
　   

　  

巨
人
―
阪
神

　
巨
人
は
一
回
２
死
二
、三

塁
で
阿
部
が
放
っ
た
３
ラ
ン

が
決
勝
点
と
な
っ
た
。
吉
川

光
が
６
回
を
３
安
打
無
失
点

に
抑
え
て
５
勝
目
。
宮
国
、

沢
村
、
ア
ダ
メ
ス
と
つ
な
い

で
逃
げ
切
っ
た
。
阪
神
は
３

連
勝
で
ス
ト
ッ
プ
。
才
木
は

二
回
以
降
立
ち
直
っ
た
が
、

打
線
の
反
撃
が
遅
か
っ
た
。

会
沢
が
決
勝
打

　
　
　
　
広
島
―
中
日

　

広
島
が
競
り
勝
っ
た
。

七
回
に
２
点
差
を
追
い

付
か
れ
た
が
、
そ
の
裏
に

２
死
二
塁
か
ら
会
沢
が

右
前
打
を
放
ち
勝
ち
越

し
。
八
回
に
は
丸
の
右

翼
線
二
塁
打
で
突
き
放
し

た
。
４
番
手
の
一
岡
が

２
勝
目
、
九
回
は
中
崎

が
締
め
た
。
中
日
は
投
手

陣
が
要
所
で
踏
ん
張
れ
な

か
っ
た
。

        

日
本
ハ
ム
が
逃
げ
切
る

　   

日
本
ハ
ム
―
楽
天

　
西
武
が
大
勝
し
た
。
１
点

を
追
う
二
回
、
外
崎
の
２
ラ

ン
、
中
村
の
ソ
ロ
、
源
田
の

２
点
二
塁
打
な
ど
打
者
12

人
の
猛
攻
で
７
点
を
挙
げ
、

序
盤
で
大
勢
を
決
め
た
。
今

井
は
直
球
、
変
化
球
と
も
切

れ
が
あ
り
、
７
回
２
失
点

で
２
勝
目
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

は
石
川
が
打
ち
込
ま
れ
た
。

パ･

リ
ー
グ

西
武
が
３
連
勝

　
　
　
オ
リ
ッ
ク
ス
―
西
武

　
西
武
が
３
連
勝
。
一
回
に

山
川
の
２
点
適
時
打
な
ど

で
４
点
を
先
制
。
四
回
に
追

い
付
か
れ
た
が
、
六
回
に
メ

ヒ
ア
の
犠
飛
で
勝
ち
越
し
、

八
回
に
中
村
の
２
ラ
ン
で

加
点
し
た
。

　
高
橋
光
が
６
回
４
失
点

で
今
季
初
勝
利
。
オ
リ
ッ

ク
ス
は
八
回
に
１
点
差
に

迫
っ
た
が
、
及
ば
な
か
っ

た
。

盟
内
か
ら
助
成
金
流
用
や
強

権
的
な
組
織
運
営
な
ど
を
告

発
さ
れ
、
自
ら
暴
力
団
関
係

者
と
交
友
が
あ
る
こ
と
を
認

め
る
な
ど
し
て
混
乱
を
招
い

た
。

　
日
本
連
盟
は
７
日
、
大
阪

市
内
で
臨
時
理
事
会
を
開
い

た
が
、
山
根
会
長
の
進
退
に

つ
い
て
は「
会
長
一
任
」
の

結
論
に
至
っ
た
。
会
長
は

理
事
会
後
に
、「
あ
す
、
男

と
し
て
の
け
じ
め
の
話
を
す

る
。
自
分
の
人
生
を
懸
け
て

物
を
言
う
」
な
ど
と
語
り
、

８
日
に
進
退
を
明
ら
か
に
す

る
考
え
を
示
し
て
い
た
。　

　
注
目
の
進
退
表
明
は
、
予

定
よ
り
約
30
分
遅
れ
て
始

ま
っ
た
。
黒
っ
ぽ
い
ス
ー
ツ

姿
に
紫
の
色
眼
鏡
を
し
て
現

れ
た
山
根
会
長
は
入
室
す
る

と
深
々
と
一
礼
。「
私
は
本
日

を
も
っ
て
辞
任
致
し
ま
す
」。

絶
対
的
な
権
力
を
持
っ
た

「
終
身
会
長
」
の
第
一
声
は

弱
々
し
か
っ
た
。

　

冒
頭
、
同
席
し
た
弁
護

士
か
ら「
声
明
を
読
み
上
げ

る
場
と
さ
せ
て
も
ら
う
」。 　

一
連
の
問
題
は
、
連
盟
の

幹
部
ら
３
３
３
人
に
よ
る

「
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
を
再
興

す
る
会
」
が
７
月
、
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ
Ｏ

Ｃ
）な
ど
に
告
発
状
を
提
出

し
て
発
覚
。
当
初
、
山
根
会

長
は
助
成
金
の
流
用
は
認
め

た
が
、
試
合
の
判
定
を
め
ぐ

る
不
正
な
ど
の
疑
惑
に
つ
い

て
は
否
定
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
山
根
会
長
が
反
社

会
的
勢
力
と
の
関
係
を
認
め

た
こ
と
を
受
け
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の

竹
田
恒
和
会
長
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
の
鈴
木
大
地
長
官
と
も
苦

言
を
呈
す
な
ど
、
退
任
は
避

け
ら
れ
な
い
事
態
に
追
い
込

ま
れ
た
。

１
０
０
人
を
超
す
報
道
陣
の

質
問
は
受
け
付
け
ず
、
わ
ず

か
５
分
ほ
ど
で
会
場
を
後
に

し
た
。
辞
任
の
経
緯
に
つ
い

て
妻
に
相
談
し
た
と
個
人
的

な
話
を
交
え
て「
本
当
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
謝
罪

は
し
た
が
、
明
確
な
理
由
を

語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
公
式
戦
の
審
判
不
正
に
、

過
剰
な
接
待
の
強
要
や
パ
ワ

ハ
ラ
。「
再
興
す
る
会
」
か
ら

告
発
さ
れ
た
数
々
の
疑
惑
に

つ
い
て
も
、「
一
切
な
い
」

と
述
べ
た
だ
け
で
、
ま
と
も

な
説
明
す
ら
し
て
い
な
い
。

強
権
的
に
組
織
を
支
配
し
、

徐
々
に
感
覚
が
ま
ひ
し
て

い
っ
た
の
か
。
山
根
会
長
が

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
強
気
に

語
る
姿
は
、
そ
う
映
っ
た
。

　
渦
中
の
ト
ッ
プ
が
説
明
責

任
を
果
た
さ
ぬ
ま
ま
、
幕
引

き
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
何
よ
り
一
番
の
被
害
者

は
、
真
剣
に
競
技
へ
取
り
組

む
選
手
た
ち
だ
。「
選
手
の

皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
法
人
の
会
長
と
し
て
申

し
訳
な
い
」。
疑
義
に
関
す

る
全
て
を
語
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
思
い
は
伝
わ
ら
な
い
。

　
「
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
を
再
興

す
る
会
」が
公
開
し
た
音
声
に

収
め
ら
れ
た
会
話
は
次
の
通

り
。

　
▽
審
判
不
正　

山
根
会
長

音
声

　
２
０
１
６
年
２
月
５
日
16

時
55
分

　
山
根　
俺
は
あ
れ
や
で
、

審
判
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時

に
な
？
最
近
は
言
わ
な
い
け

ど
、
奈
良
の
選
手
を
勝
た
せ

と
か
言
わ
な
い
。
接
戦
を
し

た
場
合
は
誰
に
や
る
の
？
っ

て
言
う
わ
け
、
人
間
関
係
や

ろ
？

　
俺
は
は
っ
き
り
ミ
ー
テ
ィ

　
花
咲
徳
栄
が
終
盤
に
集
中

力
を
見
せ
た
。
八
回
２
死
一

塁
か
ら
３
連
打
で
３
点
を

奪
っ
て
逆
転
。
九
回
は
無
死

満
塁
か
ら
野
村
の
二
塁
打
な

ど
で
３
点
を
加
え
て
突
き
放

し
た
。
鳴
門
は
積
極
的
な
走

塁
を
絡
め
て
序
盤
に
４
点
を

奪
っ
た
が
、
中
盤
以
降
の
好

機
で
つ
な
が
り
を
欠
い
た
。

ン
グ
で
言
っ
て
や
っ
て
る
よ
。

最
近
は
言
わ
な
い
け
ど
。
人

間
関
係
。
だ
け
ど
そ
の
、
接

戦
し
と
ん
の
に
奈
良
の
選
手

と
な
？
他
の
県
と
接
戦
し
と

る
の
に
左
や
っ
て
み
い
、「
お

前
ら
俺
に
逆
ら
っ
と
る
ん

か
？
」て
こ
と
に
な
っ
て
く
る

の
よ
。

　
真
実
を
俺
言
っ
て
や
っ
て

ん
や
で
？
違
う
か
？

　
俺
が
法
人
の
会
長
に
な
っ

て
や
な
、
は
っ
き
り
犠
牲
は

も
う
一
杯
あ
る
。
改
革
も
一

杯
し
と
ん
ね
ん
。

　
接
戦
し
た
場
合
、
や
っ
ぱ

り
奈
良
や
な
。

　
そ
れ
反
対
に
つ
け
た
場
合

は
、「
お
前
な
め
て
る
ん
か
？
」

て
な
っ
て
く
る
わ
け
。

　
▽
審
判
不
正　

内
海
理
事

音
声

　
２
０
１
６
年
４
月
30
日
15

時
59
分

　
内
海　
そ
れ
で
ね
、
会
長

が
今
回
ね
女
子
の
合
宿
を

く
っ
つ
け
ろ
と
言
っ
た
の
。

女
子
の
合
宿
に
し
た
の
は
私

な
ん
だ
け
ど
さ
、合
宿
に
く
っ

つ
け
て
審
判
員
を
呼
ん
で
る

の
だ
よ
、
Ａ
級
を
。

　
女
性　
ん
、ん
、ん
。
だ
っ

て
大
阪
、
Ａ
級
お
ら
へ
ん
も

ん
。

　
内
海　
そ
う
、
Ａ
級
の
審

判
を
や
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
。

そ
れ
は
近
大
に
勝
た
せ
た
く

な
い
わ
け
さ
。

　
女
性　
ん
、
ん
、
ん
。
近

大
が
間
違
っ
て
勝
っ
た
り
し

た
ら
、
も
う
、
え
ら
い
こ
と

に
な
る
わ
。

　
内
海　
そ
う
や
。
っ
で
、

澤
谷
さ
ん
、
私
調
子
が
い
い
か

ら
さ
、
澤
谷
さ
ん
リ
ー
グ
戦
、

楽
し
み
で
す
ね
。
っ
て
言
っ

た
の
。
あ
の
〜
、
近
大
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
い
っ
ぱ
い
い
る
か

ら
安
心
で
し
ょ
う
。い
や
、や
っ

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
あ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
６
人
い
ま

す
。
す
ご
い
で
す
ね
。
っ
て
。

　
女
性　
う
ん
、う
ん
、う
ん
。

ど
う
な
ん
や
ろ
。

　
内
海　
ど
う
だ
ろ
う
ね
。

で
も
や
っ
ぱ
り
あ
れ
じ
ゃ
な

い
。
芦
屋
じ
ゃ
な
い
の
。
そ

の
た
め
に
会
長
が
審
判
を
集

め
て
ん
だ
か
ら
。
お
前
た
ち

な
ん
で
集
め
ら
れ
た
か
知
っ

て
る
ん
か
。
言
っ
と
か
な
い

と
ダ
メ
だ
よ
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
と
正
し
く
や
っ
ち
ゃ
う
と

い
け
な
い
。（
再
興
す
る
会
の

文
書
の
原
文
の
ま
ま
）。

　
【
ト
ロ
ン
ト
時
事
】テ
ニ
ス

の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・
カ
ッ
プ
は

７
日
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト

で
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦

が
行
わ
れ
、
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
22
位
の
錦
織
圭（
日
清
食

品
）は
世
界
39
位
の
ロ
ビ
ン
・

ハ
ー
セ（
オ
ラ
ン
ダ
）に
５
―

７
、
１
―
６
で
敗
れ
た
。

　
第
１
０
０
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
第
４
日
は
８

日
、
甲
子
園
球
場
で
１
回
戦

が
行
わ
れ
、
金
足
農（
秋
田
）

が
23
年
ぶ
り
に
初
戦
を
突
破

し
た
ほ
か
、
昨
年
優
勝
の
花

咲
徳
栄（
北
埼
玉
）、
大
垣
日

大（
岐
阜
）、
日
南
学
園（
宮

崎
）が
２
回
戦
に
勝
ち
進
ん

だ
。

　
金
足
農
は
吉
田
が
鹿
児
島

実（
鹿
児
島
）か
ら
14
三
振

を
奪
っ
て
５
―
１
で
快
勝
し

た
。
花
咲
徳
栄
は
八
回
に
逆

転
し
、
鳴
門（
徳
島
）を
８
―

５
で
退
け
た
。
大
垣
日
大
は

計
３
本
塁
打
が
出
て
、
東
海

大
熊
本
星
翔（
熊
本
）を
９
―

　
秋
田
大
会
で
球
速
１
５
０

キ
ロ
を
出
し
、
一
躍
大
会
の

注
目
右
腕
に
。
金
足
農
の
吉

田
が
、
潜
在
能
力
を
大
舞
台

３
で
破
っ
た
。
日
南
学
園
は

辰
己
が
丸
亀
城
西（
香
川
）を

４
安
打
完
封
し
、
２
―
０
で

競
り
勝
っ
た
。

で
形
に
し
た
。

　
毎
回
走
者
を
背
負
い
、
ピ

ン
チ
の
連
続
。
そ
の
た
び
に

ギ
ア
を
一
段
上
げ
る
か
の
よ

う
に
真
っ
す
ぐ
で
押
し
た
。

３
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た
五
回

１
死
二
塁
で
は
、
１
番
山
下

馨
を
こ
ん
身
の
１
４
８
キ
ロ

で
見
逃
し
三
振
に
。
次
打
者

も
直
球
で
投
ゴ
ロ
に
仕
留
め

た
。

　
六
回
の
２
死
二
、三
塁
で

も
頼
り
の
速
球
が
う
な
る
。

代
打
山
下
達
を
空
振
り
三
振

に
。
相
手
が
分
か
っ
て
い
て

も
バ
ッ
ト
を
か
す
ら
せ
な
い
。

鹿
児
島
実
の
宮
下
監
督
は「
球

に
ス
ピ
ン
が
利
い
て
い
て
、

打
た
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」

と
脱
帽
し
た
。
伸
び
の
あ
る

球
は
、鍛
錬
の
た
ま
も
の
だ
。

秋
田
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
冬
場
、

深
い
雪
で
覆
わ
れ
る
。
ハ
ン

デ
ィ
の
あ
る
練
習
環
境
で
、

黙
々
と
走
り
込
み
を
こ
な
し
、

時
に
は
チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
か

つ
い
だ
歩
行
で
足
腰
を
鍛
え

抜
い
た
。

　
錦
織
は
第
１
セ
ッ
ト
開
始

か
ら
３
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た

が
、
第
５
、
第
11
ゲ
ー
ム
を

ブ
レ
ー
ク
さ
れ
て
落
と
し
た
。

第
２
セ
ッ
ト
も
先
に
サ
ー
ビ

ス
を
破
ら
れ
て
ス
ト
レ
ー
ト

負
け
し
た
。

　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回

戦
で
は
、
第
16
シ
ー
ド
の
大

坂
な
お
み（
日
清
食
品
）が
世

界
27
位
の
カ
ル
ラ
・
ス
ア
レ

ス
ナ
バ
ロ（
ス
ペ
イ
ン
）に
６

―
７
、
２
―
６
で
敗
れ
た
。

　

　
【
ア
ナ
ハ
イ
ム
時
事
】米
大

リ
ー
グ
は
７
日
、
各
地
で
行

わ
れ
、
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷

は
本
拠
地
で
の
タ
イ
ガ
ー
ス

戦
に
３
番
指
名
打
者
で
出
場

し
、
一
回
の
第
１
打
席
で
左

翼
席
に
12
号
と
な
る
逆
転
３

　
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
が
ま

た
も
左
方
向
へ
鮮
や
か
な
一

発
を
運
ん
だ
。
２
点
を
失
っ

た
直
後
の
一
回
。
無
死
一
、二

塁
で
２
ボ
ー
ル
か
ら
真
ん
中

に
入
っ
た
約
１
５
３
キ
ロ
の

速
球
を
力
み
の
な
い
ス
イ
ン

グ
で
は
じ
き
返
し
逆
転
の
12

号
３
ラ
ン
と
な
っ
た
。
左
翼

へ
の
本
塁
打
は
３
日
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
ス
戦
で
放
っ
た
10

号
が
初
め
て
だ
っ
た
。

ラ
ン
を
放
っ
た
。

　
二
回
の
第
２
打
席
は
遊
撃

内
野
安
打
で
出
塁
し
、
二
盗

に
成
功
し
た
。
第
３
打
席
は

三
振
、
第
４
打
席
は
四
球
。

エ
ン
ゼ
ル
ス
は
六
回
ま
で
10

―
５
で
リ
ー
ド
し
た
。


